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今月の紙面

データで知る帯広

人口▶166,366人
 （前月比＋13人）

　男▶79,346人
　女▶87,020人
世帯▶88,126世帯
 （前月比＋65世帯）

13件（前月比＋3件）

ご　み　量

資源ごみ（Sの日）量　

2,516t
（前年同月比－91t）

678t
（前年同月比＋36t）

5月末の人口と世帯数

5月の火災発生件数

5月の家庭ごみ排出量

令和元年
（2019年）
令和元年
（2019年）
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お
び
ひ
ろ

お
び
ひ
ろ

知っていますか？
がんのこと …… 10・11

身近な病気であるがんにつ
いて正しく理解し、これか
らの健康づくりに取り組み
ましょう。

市長への手紙

まちづくりに皆さんの声を
生かします。市政に関する
ご意見、ご要望
などをお寄せく
ださい。

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
が

新
し
く
な
り
ま
す

　

フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
マ
ラ
ソ
ン
の

コ
ー
ス
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　

白
樺
通
を
往
復
し
て
い
た
コ
ー
ス
か

ら
、
５
キ
ロ
と
２
・
５
キ
ロ
は
西
南
大

通
を
走
る
往
復
コ
ー
ス
に
、
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
は
、
藤
丸
百
貨
店
前
を
ス
タ
ー

ト
し
た
後
、
白
樺
通
を
西
進
、
ア
ル

バ
ー
タ
通
を
南
下
し
、
帯
広
の
森
に
向

か
っ
た
後
は
、
新
コ
ー
ス
の
陸
上
自
衛

隊
帯
広
駐
屯
地
、
道
道
八
千
代
帯
広
線

を
通
り
、
中
央
公
園
前
が
ゴ
ー
ル
の

コ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。

　

周
回
コ
ー
ス
に
な
る
こ
と
で
、
景
色

の
変
化
に
富
み
、
市
街
地
か
ら
郊
外
ま

で
、
ま
ち
全
体
の
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
会
場
の
中
央
公
園
で
は
、
昨

年
度
も
実
施
し
た
、
十
勝
産
食
材
を
使

用
し
た
食
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
メ
ニ
ュ
ー

を
充
実
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

種
目
と
参
加
料
は
表
の
通
り
で
、
参

加
者
全
員
に
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時　
10
月
27
日
㈰
、
９
時
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
は
市
内
周

回
コ
ー
ス
。
５
キ
ロ
と
２
・
５
キ
ロ
は

西
南
大
通
を
走
る
往
復
コ
ー
ス
。（
図
）

参
加
申
し
込
み
は

９
月
17
日
㈫
ま
で

　

募
集
要
項
は
７
月
８
日
㈪
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
室
や
体
育
施
設
、
コ
ミ
セ

ン
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
７
月
８
日
㈪
か
ら
９

月
17
日
㈫
ま
で
に
、
大
会
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://foodvalley-m

ara
thon.com

/

）
に
掲
載
の
申
し
込
み
サ

イ
ト
の
他
、
募
集
要
項
に
添
付
の
払
込

用
紙
を
使
用
し
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま
た

は
郵
便
局
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

大
会
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

９
月
17
日
㈫
ま
で
募
集
中

　

コ
ー
ス
沿
道
の
観
衆
の
整
理
や
走
路

の
警
備
な
ど
、
大
会
を
支
え
る
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

申
込
用
紙
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
室
で
配

布
し
て
い
る
の
で
、
関
心
の
あ
る
人
は

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

帯広市の広聴 検 索

フードバレーとかちは、十勝の強みである食と農林漁業を生かした地域成長戦略です。

表　種目と参加料

図　コースマップ

「－」は競技対象外。親子ファミリーは、保護者１人と小学生１人のペア。

当日の交通規制は広報おびひろ10月号の折り込みチラシでお知らせする予定です。

種目 一般 高校生 中学生 小学生 親子ファミリー

ハーフ 5200円 4600円 － － －

５km 3600円 3600円 1550円 － －

2.５km 2600円 2600円 1550円 850円 3100円

帯広の森
運動公園

帯広の森

帯広市役所

厚生病院
藤丸2.5km

5km
往路

2.5km
5km
往路

スタート
ゴール

大
通

栄
通

西
５
条
通

弥
生
新
道

中島通

白樺通

アルバータ通

柏林台駅
西帯広駅

帯広競馬場

森の里小

開西病院

帯広
南商高

陸上競技場

帯広の森
野球場

おびひろ
動物園

陸上自衛隊
帯広駐屯地

151
715

151

38

コース
トイレ
（4カ所）

5km
折り返し点

2.5km折り返し点

5km 往路5km 往路5km 復路5km 復路

2.5km 5km 復路2.5km 5km 復路

給水所
（4カ所）

新コース

帯広駅帯広駅

西
南
大
通

西
南
大
通

八千代帯広線

大会・ボランティアに関する問い合わせ

参加申し込みに関する問い合わせ

2019フードバレーとかちマラソン大
会実行委員会事務局（スポーツ振興室
内、☎65・4210、平日９時～ 17時）

2019フードバレーとかちマラソン大
会エントリーセンター（アイサム内、
☎011・622・1100、平日10時30分～
16時）※7月８日（月）より開設

▲公式HP

2019201920192019

帯広の街を走り抜けよう！新コースで
スポーツ振興室（市庁舎８階、☎65・4210）問い合わせ

9時スタート
10/27日日

募集
期間 ７/８月～９/17火
ランナー募集
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大
切
な
一
票
を

　 
私
た
ち
の
未
来
に

　
第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
参
議
院

議
員
の
６
年
間
の
任
期
の
満
了
に
伴
い
、

３
年
ご
と
に
半
数
ず
つ
を
改
選
す
る
選

挙
で
す
。

公
示
日
前
日
ま
で
に

投
票
所
入
場
券
を
送
付

　

公
示
日
前
日
ま
で
に
、
住
民
票
記
載

の
住
所
に
投
票
所
入
場
券
と
な
る
は
が

き
を
送
付
し
ま
す
。
投
票
の
際
は
、
ご

自
身
の
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り

紛
失
し
た
場
合

　

投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り

紛
失
し
た
場
合
で
も
、
再
発
行
は
で
き

ま
せ
ん
。
投
票
で
き
る
人
の
要
件
を
満

た
す
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で

係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

１
枚
の
は
が
き
が
、
２
人
分
の
投
票
所

入
場
券
に
な
っ
て
い
ま
す

　

は
が
き
の
両
面
を
開
き
、
ミ
シ
ン
目

の
部
分
を
切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
１
人
分
の
入
場
券
は
、
は
が
き
と

同
じ
大
き
さ
で
す
。

投
票
場
所

　

投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

投
票
所（
表
１
）で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
内
で
転
居
の
届
け
出
を
し

た
場
合
、
時
期
に
よ
り
前
住
所
の
投
票

所
で
投
票
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

投
票
時
間

　

一
部
の
投
票
所
を
除
き
、
７
時
か
ら

20
時
ま
で
で
す
。

●
投
票
終
了
時
刻
の
１
時
間
繰
り
上
げ

　

一
部
の
投
票
所
で
は
、
投
票
終
了
時

刻
を
１
時
間
繰
り
上
げ
、
19
時
ま
で
と

な
り
ま
す
。（
表
１
）

安
心
し
て

投
票
い
た
だ
く
た
め
に

　

投
票
所
内
で
不
安
な
点
が
あ
れ
ば
、

係
員
が
手
伝
い
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
子
ど
も
と
一
緒
に
入
場
で
き
ま
す

　

18
歳
未
満
の
子
ど
も
と
一
緒
に
投
票

所
に
入
場
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
で
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に

　

投
票
所
入
場
券
を
郵
送
す
る
際
、
点

字
に
よ
る
案
内
を
同
封
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
細
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
投
票
所
に
点
字
器
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
人
は
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
体
が
不
自
由
な
人
な
ど
の
代
理
投
票

　

体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
投
票
用

紙
に
自
書
で
き
な
い
人
は
、
投
票
所
係

員
が
代
筆
す
る
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
の
秘
密
は
法
律
に
よ
り
堅
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

●
介
助
・
車
い
す
が
必
要
な
場
合

　

投
票
所
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

車
い
す
に
座
っ
た
ま
ま
投
票
用
紙
に
記

入
で
き
る
記
載
台
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
貴
重
な
一
票
を
忘
れ
ず
に
投
じ
ま
し
ょ
う
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
市
庁
舎
９
階
、
☎
65
・
４
２
２
２
）

問
い
合
わ
せ選 挙 区

北海道選挙区の選出議員
（３人）を決める選挙で、
候補者名（１人）を投票用
紙に記入します。

投票１

比例代表
全国を一つの選挙区として
改選する50人の議員を決
める選挙で、政党名または
候補者名（１党または１人）
のいずれかを投票用紙に記
入します。

投票２

投票所で日時が異なりますので、注意してください。

期日前投票所

◉市庁舎３階大会議室（西５南７）

ＮHＫＮHＫ

南側
駐車場
南側
駐車場

西側
駐車場
西側
駐車場

市
庁
舎

市
庁
舎

障害者
専用
駐車場

障害者
専用
駐車場

西
５
条
通

西
５
条
通

西
６
条
通

西
６
条
通公示日翌日から

　投票日前日まで

開設期間

※投票所入場券を
　ご確認ください

開設期間

※投票所入場券を
　ご確認ください

開設期間

8 時 30 分～20 時
投票時間

9 時～20 時
投票時間

８時30 分～20 時
投票時間

◉イトーヨーカドー帯広店2階南側催事場
　（稲田町南８線）

スポーツ
デポ
スポーツ
デポ

稲田通稲田通

スズラン
ボウル
スズラン
ボウル

イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー

イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー

◉帯広畜産大学かしわプラザ（稲田町西2線）

附属
図書館
附属
図書館

かしわ
プラザ
かしわ
プラザ

総合
研究棟
Ⅰ号館

総合
研究棟
Ⅰ号館

正門正門

生協生協

第25回参議院議員通常選挙 投票の流れ

○帯広市で投票できる人
登録基準日（公示日前日）の３カ月前までに
帯広市に住民登録し、引き続き３カ月以上住
民基本台帳に登録され、帯広市の選挙人名簿
に登録されている人

登録基準日の３カ月前の翌日以
降に帯広市に転入の届け出をし
た人で、前住所地に３カ月以上
居住していた人　

以前住んでいた市区町村
で投票

あ
て
は
ま
ら
な
い

場
合

投票日に投票が
できる場合

投票日に投票が
できる場合

投票日時点で満18歳以上の人投票できる人

《投 票 日》(7時～20時、一部19時まで)
投票所入場券に記載の投票所で投票してください。
目や体が不自由な人をサポートする投票制度があります。 点字投票 代理投票

・他市区町村での投票
・病院などの指定施設での投票
・郵便などによる不在者投票

不在者投票
・左に記載している期日前
  投票所で投票

期日前投票
《公示日翌日から投票日前日まで》

投票日に投票ができない場合投票日に投票ができない場合

○投票所入場券の送付（公示日前日までに送付）
住民票記載の住所にはがきを送付します。１枚のはがきに２人分まで入場券を記載していま
す。選挙人が３人以上の世帯には、複数枚のはがきが届きます。

図

　本記事は、選挙の日程
が決定される前に編集し
たものです。
　国会の情勢などにより、
内容が変更になる場合が
あります。公示日・投票
日などの詳細は、全戸配
布を行うチラシで改めて
お知らせします。

注
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帯
広
市
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
、
指
定

病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人
、
体
に

一
定
の
障
害
が
あ
る
人
な
ど
は
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

●
他
市
区
町
村
で
投
票
す
る
方
法

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
帯
広
市
外
に
滞

在
し
て
い
る
人
は
、
滞
在
先
の
市
区
町

村
の
不
在
者
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す
。

「
不
在
者
投
票
宣
誓
書
（
兼
請
求
書
）」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は

郵
便
で
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
用
紙
な
ど
の
必

要
な
書
類
を
返
送
し
ま
す
。
手
続
き
に

日
数
を
要
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

様
式
は
、
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
を

利
用
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
印
刷
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
指
定
施
設
で
投
票
す
る
方
法

　

不
在
者
投
票
所
と
し
て
指
定
さ
れ
た

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
（
入

所
）
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
施
設
内

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
入
院
（
入
所
）
し
て
い
る

施
設
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
郵
便
な
ど
に
よ
る
投
票

　

表
２
に
該
当
す
る
人
は
郵
便
な
ど
に

よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
郵
便
等
投
票
証
明
書
の

交
付
を
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
等
投
票
対
象
者
の
う
ち
、

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
人
は
、
代
理

記
載
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
・
開
票
の
速
報

●
21
時
か
ら
即
日
開
票
し
ま
す

　

総
合
体
育
館
（
大
通
北
１
）
で
即
日

開
票
し
ま
す
。

　

市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
は
開
票
作
業
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
投
・
開
票
状
況

を
速
報
し
ま
す
。

【
投
票
速
報
】

８
時
か
ら
１
時
間
ご
と
の
投
票
率

【
開
票
速
報
】

22
時
か
ら
お
お
む
ね
15
分
お
き
の
得
票

数
（
選
挙
区
の
み
）

選
挙
公
報
を
配
布
し
ま
す

　

候
補
者
や
政
党
の
政
見
な
ど
を
掲
載

し
た
選
挙
公
報
を
、
投
票
日
の
２
日
前

ま
で
に
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。
届
か

な
い
場
合
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
各
コ
ミ
セ
ン
や
福
祉
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
も
設
置
し
ま
す
。

当
日
投
票
所
へ
行
け
な
い
時
は

期
日
前
投
票

　

仕
事
や
旅
行
な
ど
で
、
投
票
日
当
日

に
投
票
に
行
け
な
い
と
見
込
ま
れ
る
人

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

期
日
前
投
票
所
開
設
期
間
は
、
公
示

日
ま
で
に
送
付
す
る
投
票
所
入
場
券
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

期
日
前
投
票
所
は
、
２
頁
の
図
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
に
必
要
な
も
の

　

投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
に
印
刷
し

て
あ
る
「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
」
を
あ

ら
か
じ
め
記
入
し
て
お
く
と
、
よ
り
ス

ム
ー
ズ
に
受
け
付
け
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票

　

選
挙
期
間
中
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で

身
体
障
害
者
手
帳

障害名
障害の程度

１級 ２級 ３級

両下肢、体幹、
移動機能 ○ ○ 対象外

心臓、じん臓、
呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸

○ － ○

免疫、肝臓 ○ ○ ○

戦
傷
病
者
手
帳

障害名
障害の程度

特別
項症

第１
項症

第２
項症

第３
項症

両下肢、体幹 ○ ○ ○ 対象外

心臓、じん臓、
呼吸器、ぼうこう、
直腸、小腸、肝臓

○ ○ ○ ○

介護保険の
被保険者証

要介護状態区分

要介護５

表２　郵便などによる不在者投票対象者
下記に該当し各種手帳などの交付を受けている人

投票
区 投　票　所　名 所　在　地 繰り

上げ

1 市民活動プラザ六中 東11条南９丁目１番地

2 東小学校 東７条南２丁目１番地

3 柏小学校 東８条南11丁目１番地

4 総合体育館 大通北１丁目１番地

5 東コミュニティセンター 東７条南９丁目１番地

6 帯広保育所 東３条南11丁目13番地

7 北栄小学校 西７条南１丁目２番地

8 開西小学校 西22条南３丁目３番地

9 第一中学校 西13条北７丁目１番地

10 帯広小学校 西８条南５丁目１番地

11 光南小学校 東５条南20丁目１番地

12 おひさま保育園 東１条南23丁目２番地

13 花園小学校 公園東町２丁目３番地

14 鉄南コミュニティセンター 西２条南24丁目16番地

15 第四中学校 西５条南25丁目１番地

16 豊成小学校 清流西１丁目１番地１

17 中央福祉センター 西7条南12丁目11番地

18 緑丘小学校 西14条南17丁目２番地

19 南町中学校 西17条南35丁目１番１号

20 南コミュニティセンター 西10条南34丁目１番地30

21 栄保育園 西17条北２丁目30番24号

22 栄小学校 西17条北１丁目44番29号

23 啓西小学校 柏林台中町４丁目１番地

24 緑西コミュニティセンター 西17条南４丁目30番４号

25 第五中学校 西16条南４丁目29番42号

26 若葉小学校 西17条南６丁目１番地

投票
区 投　票　所　名 所　在　地 繰り

上げ

27 緑南福祉センター 南町18番地１

28 稲田小学校 西15条南39丁目１番１号

29 西小学校 西23条南１丁目83番地

30 西 10 号会館 西21条南２丁目32番19号

31 大空小学校 大空町３丁目16番地

32 大空会館 大空町12丁目２番地１

33 啓北コミュニティセンター 西13条北２丁目１番地６

34 川西農業者研修センター 川西町西２線59番地48

35 富士農業センター 富士町西３線53番地２ ●

36 上帯広農業センター 上帯広町西１線73番地157 ●

37 清川農業センター 清川町西１線126番地39 ●

38 広野農業担い手センター 広野町西２線150番地４ ●

39 戸蔦林業センター 上清川町西１線183番地 ●

40 愛国農業センター 愛国町基線39番地33 ●

41 大正農業者トレーニングセンター 大正本町西１条１丁目１番地

42 以平農業センター 以平町西８線12番地９ ●

43 泉連合会館 泉町西10線62番地15 ●

44 広陽小学校 西19条南３丁目20番３号

45 ときわの森保育所 西16条南５丁目22番５号

46 西陵中学校 西18条南２丁目２番地

47 明和小学校 西19条南４丁目24番地

48 森の里小学校 西22条南４丁目３番地

49 自由が丘福祉センター 自由が丘３丁目６番地１

50 森の交流館・十勝 西20条南６丁目１番地２

51 つつじが丘福祉センター 西24条南３丁目40番地１

表１　投票所一覧表

●は、投票終了時刻が19時の投票所

大学でも投票できます
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国
民
健
康
保
険
料
率
が
決
定

　

今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
率
と
上

限
額
が
決
定
し
ま
し
た
。（
表
１
）

　

保
険
料
は
、
〈１〉
医
療
保
険
分
、
〈２〉
後

期
高
齢
者
支
援
金
分
、
〈３〉
介
護
保
険
分

（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
の
み
）
を

合
計
し
た
も
の
で
す
。

　

〈１〉
～
〈３〉
そ
れ
ぞ
れ
が
、
①
加
入
者
全

員
の
前
年
所
得
※
１
で
算
定
す
る
「
所
得

割
」、
②
加
入
者
一
人
ず
つ
に
掛
か
る

「
均
等
割
」、
③
世
帯
単
位
で
掛
か
る

「
平
等
割
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
１ 

前
年
所
得　

前
年
の
収
入
か
ら

必
要
経
費
（
所
得
税
法
で
定
め
ら
れ
て

い
る
公
的
年
金
控
除
額
や
給
与
所
得
控

除
額
な
ど
）
を
差
し
引
い
た
額
で
、
社

会
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
、
配
偶

者
控
除
な
ど
を
差
し
引
く
前
の
額
で
す
。

遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

の
収
入
は
含
み
ま
せ
ん
。

低
所
得
世
帯
の
保
険
料
軽
減

　

低
所
得
世
帯
は
、
４
月
１
日
の
世
帯

内
の
加
入
者
数
と
前
年
中
の
所
得
に
よ

り
、
保
険
料
の
均
等
割
と
平
等
割
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。（
表
２
）

　

加
入
者
数
に
は
国
保
（
国
保
組
合
を

除
く
）
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
し
た
「
旧
国
保
被
保
険
者
」
を
含

み
ま
す
。
４
月
２
日
以
降
に
加
入
し
た

場
合
は
、
世
帯
主
が
加
入
し
た
日
の
加

入
者
数
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方
は
２
通
り

◆
普
通
徴
収

　

口
座
振
替
や
納
付
書
に
よ
り
金
融
機

関
や
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
方
法
で
す
。

　

１
年
分
を
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
10
回
に
分
け
て
納
め
ま
す
。
年
度
途

中
に
加
入
し
た
場
合
は
、
届
け
出
の
翌

月
か
ら
の
納
付
開
始
と
な
り
ま
す
。

◆
特
別
徴
収

　

年
金
天
引
き
で
納
め
る
方
法
で
す
。

世
帯
内
の
国
保
加
入
者
の
年
齢
な
ど
、

一
定
の
条
件
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
世

帯
の
み
が
対
象
で
す
。（
表
３
）

　

既
に
口
座
振
替
で
納
め
て
い
る
人
は
、

特
別
徴
収
の
対
象
外
で
す
。

納
め
方
の
変
更

◆
普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
へ

　

世
帯
主
が
65
歳
に
な
り
、
一
定
の
条

件
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
普
通
徴
収

か
ら
特
別
徴
収
に
自
動
的
に
変
更
と
な

り
ま
す
。（
表
３
・
４
）

　

国
保
の
加
入
状
況
な
ど
で
、
開
始
時

期
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
（
口
座
振

替
）
へ

　

特
別
徴
収
で
保
険
料
を
納
め
て
い
る

世
帯
で
も
、
申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
者
は
、「
被
保
険
者
証
」「
通
帳

な
ど
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
」「
口

座
の
届
け
出
印
」
を
持
参
し
、
国
保
課

保
険
料
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

特
別
徴
収
の
中
止
に
は
、
２
～
４
カ

月
程
度
か
か
り
ま
す
。

口
座
振
替
の
手
続
き
が
簡
単
に

　

国
保
課
窓
口
で
、
金
融
機
関
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専
用
端
末
に
通
し
、

暗
証
番
号
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
簡
単

に
口
座
振
替
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
便
利
な

口
座
振
替
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

表１　今年度の国民健康保険料率と上限額

表２　低所得世帯の軽減割合（今年度以降）

表３　特別徴収の対象となる世帯の条件

今
年
度
の
国
保
料
が
決
定

加
入
者
み
ん
な
で
支
え
合
う
「
国
民
健
康
保
険
制
度
」

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
加
入
者
み
ん
な
で
保
険
料
を
出
し
合
い
、
病
気
や
け
が
、
出
産
な
ど
に
必
要
な
医
療
費
な
ど
の

給
付
を
行
う
制
度
で
す
。

国
保
課
保
険
料
係
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
９
、
65
・
４
１
４
０
）

問
い
合
わ
せ

○
対
象
金
融
機
関

　

�

帯
広
信
用
金
庫
、
北
洋
銀
行
、

北
海
道
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

平成 30 年度 今年度

〈１〉
医療保険分

①所得割 7.58% 7.54%
②均等割 2万 2670 円 2 万 3870 円
③平等割 2万 4350 円 2 万 3290 円

上限額 58 万円 61 万円
〈２〉

後期高齢者
支援金分

①所得割 2.76% 2.56%
②均等割 8000 円 7920 円
③平等割 8590 円 7730 円

上限額 19 万円 19 万円
〈３〉

介護保険分
40 歳以上 65 歳
未満の人のみ

①所得割 2.00% 1.78%
②均等割 9030 円 8790 円
③平等割 7140 円 6240 円

上限額 16 万円 16 万円（ ）

軽減
割合

国保加入者数
（旧国保被保険者含む）

国保加入者と
世帯主の前年所得

（旧国保被保険者含む）
７割 何人でも 33万円以下

５割

１人 61万円以下
２人 89万円以下
３人 117万円以下

１人増えるごとに28万円を加算した金額以下

２割

１人 84万円以下
２人 135万円以下
３人 186万円以下

１人増えるごとに51万円を加算した金額以下

①世帯内の国保加入者全員が65歳以上75歳未満
②世帯主（納付義務者）が国保に加入している
③国民健康保険料を口座振替で納付していない
④世帯主が年額18万円以上の年金※２を受給している
⑤�介護保険料と国民健康保険料の１期分の特別徴収額の

合計が、１回分の年金受給額の２分の１を超えない

◎�世帯主が今年度中に75歳になる世帯は、特別徴収の対象外と
なります。

※２ 特別徴収の対象となる年金は、政令で定められています。
　�    � �複数の年金を受給している場合は、受給額の大小ではなく

政令の定める順位により対象となる年金を決定します。
　     年金の種類で一番順位が高いのは、「老齢基礎年金」です。

夫婦＋子ども２人の４人世帯
夫：41歳、給与所得199万円（給与収入310万円）
妻：38歳、給与所得55万円（給与収入120万円）
子ども２人：所得なし

●軽減判定（表２参照）・・・軽減非該当
　夫の給与所得199万円＋妻の給与所得55万円=254万円
　４人世帯で軽減判定基準所得が254万円→軽減非該当
●所得割基礎額　188万円（1000円未満切捨て）
　夫：給与所得199万円−基礎控除33万円=166万円
　妻：給与所得55万円−基礎控除33万円=22万円

〈１〉医療保険分　26万500円（100円未満切捨て）
　①所得割　所得割基礎額188万円×7.54％＝14万1752円
　②均等割　２万3870円×４人=９万5480円
　③平等割　２万3290円
　　医療保険分年額　①＋②＋③=26万522円

〈２〉後期高齢者支援金分　８万7500円（100円未満切捨て）
　①所得割　所得割基礎額188万円×2.56％＝４万8128円
　②均等割　7920円×４人=３万1680円
　③平等割　7730円
　　後期高齢者支援金分年額　①＋②＋③=８万7538円

〈３〉介護保険分（夫のみ該当）４万4500円（100円未満切捨て）
　①所得割　所得割基礎額166万円×1.78％＝２万9548円
　②均等割　8790円×１人=8790円
　③平等割　6240円
　　介護保険分年額　①＋②＋③=４万4578円

国保料年額　〈１〉＋〈２〉＋〈３〉=39万2500円

計算例
１

夫婦２人世帯
夫：72歳、年金所得138万円（年金収入258万円）
妻：70歳、年金所得０円（年金収入90万円）

●軽減判定（表２参照）・・・２割軽減該当
　�夫の年金所得138万円−15万円※３＋妻の年金所得０円
　=123万円
　２人世帯で軽減判定基準所得が123万円→２割軽減該当
　※３ �平成31年１月１日時点で65歳以上の年金所得者は、年金所

得から15万円を引いた額で軽減判定基準所得を計算します。
●所得割基礎額　105万円（1000円未満切捨て）
　夫：年金所得138万円−基礎控除33万円=105万円
　妻：０円

〈１〉医療保険分　13万5900円（100円未満切捨て）
　①所得割　所得割基礎額105万円×7.54％＝７万9170円
　②均等割　２万3870円×２人=４万7740円
　③平等割　２万3290円
　④軽減額（２割軽減）（②+③）×0.2＝１万4206円
　　医療保険分年額　①＋②＋③−④=13万5994円

〈２〉後期高齢者支援金分　４万5700円（100円未満切捨て）
　①所得割　所得割基礎額105万円×2.56％＝２万6880円
　②均等割　7920円×２人=１万5840円
　③平等割　7730円
　④軽減額（２割軽減）（②+③）×0.2=4714円
　　後期高齢者支援金分年額　①＋②＋③−④=４万5736円

国保料年額　〈１〉＋〈２〉=18万1600円

計算例
２

表４　普通徴収から 特別徴収へ変更となる時期の目安

平成31年４月３日～令和元年10月２日  ▶  令和２年４月
令和元年10月３日～令和元年12月２日  ▶  令和２年６月
令和元年12月３日～令和２年２月２日  ▶  令和２年８月
令和２年２月３日～令和２年４月２日  ▶  令和２年10月

世帯主が65歳になる時期
特別徴収へ変更と
なる時期の目安
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高
齢
者
の
医
療
を
み
ん
な
で
支
え
る

75
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
が
対
象
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
医
療
費

の
約
５
割
を
税
金
な
ど
で
、
約
４
割
を

若
年
者
の
保
険
料
、
残
り
の
１
割
を
高

齢
者
の
保
険
料
で
賄
う
仕
組
み
で
す
。

保
険
料
の
計
算
方
法

　

国
民
健
康
保
険
で
は
世
帯
ご
と
に
保

険
料
を
納
め
ま
す
が
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
で
は
加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
保

険
料
を
納
め
ま
す
。
保
険
料
は
、
す
べ

て
の
加
入
者
が
等
し
く
負
担
す
る
「
均

等
割
額
」
と
、
加
入
者
の
前
年
所
得
※
１

に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の

合
計
で
、
加
入
者
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。 　

保
険
料
を
算
出
す
る
保
険
料
率
は
、

制
度
を
運
営
す
る
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
、
原
則
２
年
ご
と
に

見
直
し
ま
す
。

今
年
度
の
保
険
料

　

今
年
度
の
保
険
料
は
、
均
等
割
額
が

５
万
２
０
５
円
、
所
得
割
額
の
基
礎
と

な
る
所
得
割
率
が
10
・
59
％
、
保
険
料

の
限
度
額
は
62
万
円
で
す
。（
図
）

　

今
年
度
の
保
険
料
額
と
納
め
方
は
、

７
月
中
旬
に
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
制
度
を
支
え
る
大
切
な
財

源
で
す
。
保
険
料
の
納
付
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
の
軽
減

均
等
割
額
の
軽
減

　

世
帯
の
前
年
所
得
に
応
じ
て
均
等
割

額
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。（
表
１
）※
２

　
今
年
度
の
保
険
料
の
計
算
方
法
や
納
め
方
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
保
険
料
に
関
す
る
こ
と
は
保
険
料
係
、
☎
65
・
４
１
３
９
、
65
・
４
１
４
０
、
保

険
証
の
交
付
や
医
療
費
に
関
す
る
こ
と
は
給
付
係
、
☎
65・４
１
３
８
）、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
☎
０
１
１・

２
９
０
・
５
６
０
１
）

問
い
合
わ
せ

　

今
年
度
か
ら
、
均
等
割
額
の
５
割
軽

減
と
２
割
軽
減
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。（
表
２
）

　

軽
減
は
加
入
者
全
員
と
世
帯
主
の
所

得
で
判
定
し
ま
す
。
世
帯
主
が
加
入
者

で
な
い
場
合
も
判
定
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
65
歳
以
上
の
人
の
公
的
年
金
所
得

は
、対
象
と
な
る
所
得
か
ら
15
万
円
を

限
度
に
差
し
引
い
た
額
で
判
定
し
ま
す
。

　

収
入
が
な
い
人
や
扶
養
と
な
っ
て
い

な
い
人
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど

の
非
課
税
所
得
の
み
の
人
で
も
、
軽
減

対
象
と
な
る
に
は
、
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人

の
保
険
料
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る

前
日
ま
で
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
の
均
等
割
軽
減
期
間
が
、
見

直
さ
れ
ま
し
た
。（
表
３
）

保
険
料
の
納
め
方
は
２
通
り

◆
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

　

年
６
回
の
年
金
受
給
時
に
、
保
険
料

が
あ
ら
か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま
す
。

対
象
者

・
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以
上
の

人
（
た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
１
期
分
の
特
別
徴

収
額
が
、
１
回
分
の
年
金
受
給
額
の
２

分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
除
く
）

◆
普
通
徴
収（
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書
）

　

今
年
度
の
保
険
料
額
（
４
月
〜
翌
年

３
月
の
12
カ
月
分
）
を
、
７
月
〜
翌
年

３
月
の
９
回
に
分
け
て
口
座
振
替
ま
た

は
納
付
書
で
納
め
ま
す
。

対
象
者

・
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の

人・
納
付
方
法
を
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振

替
へ
変
更
す
る
手
続
き
を
し
た
人

納
め
方

　

口
座
振
替
で
納
め
る
場
合
、
振
替
日

は
７
月（
第
１
期
）か
ら
翌
年
３
月（
第

９
期
）
ま
で
の
各
月
の
末
日
で
す
。
た

だ
し
、
12
月
（
第
６
期
）
は
除
き
ま
す
。

末
日
が
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
、

金
融
機
関
の
翌
営
業
日
が
振
替
日
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
年
度
の
途
中
で
75
歳
に
な
っ

た
人
や
、
帯
広
市
に
転
入
し
て
き
た

人
、
保
険
料
の
軽
減
な
ど
で
一
度
特
別

徴
収
が
停
止
に
な
っ
た
人
な
ど
は
普
通

徴
収
と
な
り
ま
す
が
、
翌
年
度
の
途
中

で
特
別
徴
収
に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

納
め
方
の
変
更

・
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
（
口
座
振

替
）
へ

　

特
別
徴
収
で
保
険
料
を
納
め
て
い
る

人
で
も
、
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、「
口

座
振
替
依
頼
書
」
と
「
納
付
方
法
選
択

申
出
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
国
保

課
保
険
料
係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
帯
広
信
用
金
庫
、
北
洋
銀
行
、

北
海
道
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
い
ず

れ
か
で
口
座
振
替
を
す
る
場
合
は
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号
に
よ
る

手
続
き
も
可
能
で
す
。
手
続
き
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
特
別
徴
収
を

停
止
す
る
際
、
２
〜
４
カ
月
程
度
か
か

る
の
で
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。保

険
証
を
更
新
し
ま
す

　

今
年
度
の
保
険
証
を
、
７
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
（
オ
レ

ン
ジ
色
）
が
届
い
た
ら
、
今
ま
で
お
使

い
の
保
険
証
（
桃
色
）
は
破
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
割

合
や
自
己
負
担
限
度
額
な
ど
の
詳
細

は
、
保
険
証
に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

す
べ
て
の
加
入
者
へ

医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す

　

受
診
状
況
の
再
確
認
と
健
康
管
理
の

重
要
性
を
よ
り
強
く
認
識
し
て
も
ら
う

た
め
、
加
入
者
が
受
診
し
た
医
療
機
関

名
と
医
療
費
が
記
載
さ
れ
た
医
療
費
通

知
を
、
年
２
回
、
９
月
と
３
月
に
送
付

し
ま
す
。

※
２ 

今
年
度
均
等
割
の
軽
減
割
合
が

８
割
、
８
・
５
割
に
該
当
す
る
人
（
表

１
）
の
均
等
割
の
軽
減
が
、
今
年
度
か

ら
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
、
広
報

お
び
ひ
ろ
５
月
号
５
頁
の
「
保
険
料
の

軽
減
特
例
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
通
帳
な
ど
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の

②
口
座
の
届
け
出
印

③
保
険
証

※
１ 

前
年
所
得

　

前
年
の
収
入
か
ら
必
要
経
費
（
所
得

税
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
公
的
年
金
控

除
額
や
給
与
所
得
控
除
額
な
ど
）
を
差

し
引
い
た
額
で
、
社
会
保
険
料
控
除
、

医
療
費
控
除
、
配
偶
者
控
除
な
ど
を
差

し
引
く
前
の
額
で
す
。
遺
族
年
金
や
障

害
年
金
な
ど
の
非
課
税
の
収
入
は
含
み

ま
せ
ん
。

　４月下旬に、生活習慣病の予防や早期発見を目的とした、健診
の無料受診券をオレンジ色の封筒で送付しています。健診は、指
定病院やコミセンなどで受診できます。また、歯科ドックは市内
の十勝歯科医師会会員の歯科医院で受診できます。詳細は、受診
券に同封している「お知らせ」をご確認ください。

後期高齢者健診・歯科ドック
（年１回無料）を受診しよう

図　今年度の保険料

保険料の軽減に該当す
る場合は、上記金額か
ら軽減されます。（表１ 
均等割額の軽減参照）

年度の途中で加入・
脱 退した場 合の 保
険料は、月割になり
ます。

均等割額
5万205円

＋ ＝

所得割額
前年の所得から

33万円を引いた額

×所得割率10.59％

年間保険料額
（限度額62万円）

表１　均等割額の軽減

軽減
割合

世帯主と加入者の前年所得の合計が
次の金額以下

軽減後の
均等割額

8 割 33 万円かつ加入者全員が所得 0 円
（年金収入80万円以下で、その他の所得がない） 1 万 41 円

8.5 割 33 万円 7530 円

5 割 33 万円＋（28 万円×加入者数） 2万5102円

2 割 33 万円＋（51 万円×加入者数） 4 万 164 円

65 歳以上の公的年金所得分は、さらに 15 万円を限度に差し引い
た額で判定します。

表２　均等割軽減の拡大内容

平成30年度

5 割 33万円＋（27.5万円×加入者数）

2 割 33 万円＋（50 万円×加入者数）

今年度

33万円＋（28万円×加入者数）

33万円＋（51万円×加入者数）

表３　被用者保険の被扶養者であった人の軽減見直し

所得の状況により、均等割の軽減割合が 8 割、または 8.5 割に該
当することがあります。

区分 平成30年度

所得割 かかりません

均等割 ５割軽減

今年度

かかりません

制度加入から２年を経
過していない期間のみ
５割軽減
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特
定
健
診
を
受
診
し
て

生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

帯
広
市
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
が
対
象

毎
年
、
受
診
す
る
必
要
は
あ
る
の
？

　

生
活
習
慣
病
は
進
行
す
る
ま
で
自
覚

症
状
の
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、「
体

調
が
い
い
か
ら
健
康
」
と
思
っ
て
い
て

も
、
体
の
中
で
は
病
気
が
進
行
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
で
は
気
付
け
な
い
体
の
異
常
を

発
見
で
き
る
の
が
健
診
で
す
。
毎
年
受

診
し
、
数
値
が
ど
の
程
度
変
化
し
て
い

る
か
、
結
果
を
比
較
す
る
こ
と
で
病
気

の
予
防
、
早
期
発
見
・
治
療
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

ま
た
、
異
常
は
な
く
て
も
将
来
を
見

据
え
て
、
病
気
に
な
り
に
く
い
生
活
習

慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
定
健
診
で
何
が
チ
ェ
ッ
ク

で
き
る
の
？

　

特
定
健
診
で
は
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
（
肥
満
の

目
安
）
や
血
圧
・
血
液
検
査
な
ど
の
数

値
か
ら
、
現
在
の
体
の
状
態
を
調
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
表
）

　

ま
た
、
血
圧
な
ど
の
数
値
に
よ
り
医

師
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
心
電
図

検
査
、
眼
底
検
査
を
追
加
で
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

市
独
自
の
実
施
項
目
で
あ
る
「
じ
ん

機
能
」
の
検
査
数
値
は
早
期
の
糖
尿
病

や
慢
性
腎
臓
病
の
発
見
に
も
有
効
で
す
。

特
定
健
診
の
受
け
方
は
？

　

受
診
す
る
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　

帯
広
市
の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
対

象
者
に
は
、
４
月
下
旬
に
黄
色
の
封
筒

に
入
れ
た
受
診
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　

受
診
の
方
法
は
、「
特
定
健
診
の
受

け
方
」（
図
）
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
〜

74
歳
の
人

　

国
保
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

者
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

受
診
券
と
健
康
保
険
証

　

年
度
途
中
で
国
保
に
新
規
加
入
し
た

人
や
受
診
券
を
紛
失
し
た
人
は
、
受
診

券
を
発
行
す
る
の
で
、
国
保
課
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

す
。

　

こ
れ
ら
の
各
種
検
診
も
国
保
加
入
者

は
無
料（
胃
内
視
鏡
検
査
は
一
部
有
料
）

で
す
。
病
気
の
早
期
発
見
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。
受
診
す
る
に
は
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。
が
ん
検
診
の
み
受
診
の

際
は
、
受
診
券
は
不
要
で
す
。

※
１ 

病
院
に
よ
り
実
施
す
る
検
診
が

異
な
り
ま
す
。

生
活
習
慣
を
見
直
す

　

特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
定
さ
れ

た
人
は
、
無
料
で
特
定
保
健
指
導
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

長
年
の
生
活
習
慣
を
変
え
る
の
は
難

し
い
こ
と
で
す
が
、
特
定
保
健
指
導
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
医
師
、
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導
士
な
ど

が
協
力
し
て
、
そ
の
人
と
一
緒
に
目
標

を
考
え
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

指
導
後
は
、
多
く
の
人
に
血
圧
や
血

液
検
査
の
数
値
の
改
善
が
見
ら
れ
ま
す
。

が
ん
検
診
も
同
時
に
で
き
る

　

帯
広
市
が
実
施
す
る
「
各
種
が
ん
検

診
」
や
、「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
」
は
特

定
健
診
と
同
時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
実
施
病
院
で
は
、
大
腸
が
ん
・

前
立
腺
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
・

胃
が
ん
検
診
（
胃
内
視
鏡
検
査
は
８
月

よ
り
開
始
）※
１
を
、
コ
ミ
セ
ン
な
ど
で

は
そ
の
３
種
類
に
加
え
、
肺
が
ん
・
胃

が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

職
場
健
診
を
受
診
、
定
期
通
院
で

検
査
を
行
っ
て
い
る
国
保
加
入
者

　

職
場
健
診
を
受
診
し
て
い
る
人
で
特

定
健
診
を
受
診
し
な
い
人
は
、
職
場
健

診
の
結
果
を
国
保
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、定
期
通
院
に
よ
り
特
定
健
診

と
同
等
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
人
は
、検

査
結
果
を
国
保
課
に
提
出
す
る
こ
と
で
、

特
定
健
診
を
受
診
し
た
こ
と
に
代
え
ら

れ
ま
す
。
市
に
情
報
提
供
が
可
能
な
医

療
機
関
な
ど
詳
細
は
、受
診
券
に
同
封
の

お
知
ら
せ
３
頁
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
が
増
え
る
と

保
険
料
が
高
く
な
る

　

国
保
で
は
、
加
入
者
の
医
療
費
の
７

〜
８
割
を
負
担
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

医
療
費
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

帯
広
市
国
保
の
場
合
、
全
国
・
北
海

道
と
比
べ
て
、「
糖
尿
病
」
の
１
人
当

た
り
の
医
療
費
の
割
合
が
大
き
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
男
女
と
も
に
50

〜
60
歳
代
に
生
活
習
慣
病
を
発
症
す
る

割
合
が
増
え
る
た
め
、
40
歳
代
か
ら
の

健
診
受
診
が
よ
り
重
要
で
す
。

　

医
療
費
は
加
入
者
が
納
め
る
保
険
料

な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
る
た
め
、
ま

た
、
医
療
費
の
増
加
に
よ
っ
て
保
険
料

が
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

も
、
継
続
的
に
運
動
す
る
な
ど
、
生
活

習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
が
考
案
し
た
健
康
づ
く
り
体
操

「
オ
ビ
ロ
ビ
」
は
、
家
の
中
で
で
き
る

簡
単
な
体
操
で
す
。
国
保
課
、
健
康
推

進
課
で
D
V
D
を
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発
見
の
た
め
、
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

検 索帯広市 特定健診

受
診
方
法
は
国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65・４
１
３
８
）、
健
診
結
果
や
特
定
保
健
指
導
は
健
康
推
進
課
（
東

８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
１
）

問
い
合
わ
せ

特定保健指導の様子

表　検査項目

問　診 現在の健康状態、服薬、既往歴、生活習慣の確認
身体計測 身長、体重、腹囲、ＢＭＩ（肥満の目安）計算
血圧測定 最高血圧、最低血圧

尿検査 尿糖、尿たんぱく

血液検査

血中脂質（中性脂肪、HDL・LDL コレステロール）
血糖（ヘモグロビン A

エーワンシー

1c、空腹時血糖）
肝機能（ＡＬＴ、ＡＳＴ、γ

ガンマ

- ＧＴ）
じん機能（尿酸、血清クレアチニン）
貧血（医師が検査を必要と認めた場合）

医師の診察 触診・聴診などを行い異常がないか診察

⇐ 受診券

⇐ 黄色の封筒

特定健診の受け方

※２　�日程表や実施病院は、受診券に同封のお知らせに掲載しています。
※３　前立腺がん検診の対象は、50 歳以上です。
※４　�肝炎ウイルス検診の対象は、過去に当検診を受診していない人です。

受診券は国保の人
間ドック・脳ドック
当選者には送りま
せん。

「特定保健指導」
の案内が同封さ
れた場合

どちらか選ぶ

受診する（受診券と健康保険証を持参）

▼ 健診の結果、生活習慣病のリスクが高い人には「特定
保健指導」の案内を同封しています。

１週間〜１カ月後に健診結果が届く

◇特定保健指導（無料）
個人に合わせた無理のない計画を立て、
それに沿った生活を実践します。３カ月
後にその変化を確認します。

コミセンや
福祉センターなど

日程表※２から都合のよい日
を選び、対がん協会に予約
☎27・2345

【下記のがん検診も予約可能】
◦大腸がん検診
◦前立腺がん検診※３

◦肝炎ウイルス検診※４

◦胃がん検診
◦肺がん検診、喀

かくたん

痰検査

実 施 病 院
（市内45カ所）

実施病院※２に直接予約

【下記のがん検診も予約可能】
◦大腸がん検診
◦前立腺がん検診※３

◦肝炎ウイルス検診※４

◦胃がん検診（胃内視鏡検査）
　�８月から新たに開始となり

ます。詳細は 16 頁を参照
してください。

受診券が届く
（４月下旬に郵送）

図

無 料
※一部有料
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国
民
年
金
保
険
料

免
除・納
付
猶
予
制
度

今
年
度
の
受
け
付
け
は
７
月
１
日
㈪
か
ら

心
の
不
安
を

打
ち
明
け
て
み
よ
う

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
相
談

　

免
除
や
納
付
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
期

間
は
、
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。
申
請
日

時
点
か
ら
２
年
１
カ
月
前
分
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
制
度

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ

の
前
年
な
ど
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
と
な
り
ま
す
。

納
付
猶
予
制
度

　

50
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
、
配
偶
者

そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
な
ど
の
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
と
き
、

誰
に
、
ど
の
よ
う
に
相
談
す
れ
ば
よ
い

の
か
戸
惑
う
も
の
で
す
。
そ
ん
な
と
き

に
は
一
度
、
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
相
談
に

電
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

仕
事
へ
の
不
安
や
家
族
の
悩
み
に

関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　

昨
年
度
の
相
談
内
訳
は
、
仕
事
に
就

く
こ
と
や
仕
事
を
続
け
る
こ
と
へ
の
不

安
な
ど
社
会
生
活
に
関
す
る
も
の
が
48

件
と
多
く
、
次
い
で
家
族
の
病
気
へ
の

不
安
な
ど
家
庭
生
活
に
関
す
る
も
の
や
、

性
な
ど
身か
ら
だ体
に
関
す
る
相
談
な
ど
が
寄

せ
ら
れ
、合
計
１
０
３
件
で
し
た
。（
図
）

　

最
近
の
相
談
の
特
徴
と
し
て
、
男
性

は
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
悩
み
、
女
性

は
家
族
や
友
人
な
ど
に
関
す
る
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

対
話
に
よ
っ
て
心
を
解
き
ほ
ぐ
す

　

相
談
す
る
こ
と
で
気
持
ち
が
解
き
ほ

ぐ
さ
れ
、
心
の
整
理
や
区
切
り
が
つ
け

ら
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。

対
象　

お
お
よ
そ
30
歳
く
ら
い
ま
で
の

人
と
そ
の
保
護
者

相
談
方
法　

電
話
や
面
談
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希

望
が
あ
れ
ば
、
専
門
相
談
機
関
へ
の
紹

介
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

　

手
続
き
を
せ
ず
、
保
険
料
の
未
納
期

間
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
障
害

や
死
亡
な
ど
の
不
慮
の
事
態
が
発
生
し

た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

年
金
の
受
給
に
は
10
年
以
上
の
　
　

受
給
資
格
期
間
が
必
要
で
す

　

保
険
料
の
未
納
期
間
が
多
く
な
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減

額
に
な
る
場
合
や
、
受
給
で
き
な
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
に
は
、

受
給
資
格
期
間
（
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
付
し
た
期
間
や
厚
生
年
金
の
被
保

険
者
期
間
な
ど
の
期
間
）
が
10
年
以
上

必
要
で
す
。

　

全
額
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
と
一

部
免
除
さ
れ
た
保
険
料
を
納
付
し
た
期

間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に
一
部
反
映

さ
れ
、
受
給
資
格
期
間
に
も
算
入
さ
れ

ま
す
。
猶
予
と
な
っ
た
期
間
は
老
齢
基

礎
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
受

給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
。

追
納
制
度

　

免
除
・
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期

間
の
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

追
納
を
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

追
納
が
で
き
る
の
は
、
追
納
の
手
続

き
を
し
た
月
の
前
10
年
以
内
の
免
除
等

期
間
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
承

認
期
間
の
翌
年
度
か
ら
３
年
度
目
以
降

に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料

額
に
一
定
の
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

追
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、
帯
広
年
金

事
務
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
収
入
の
減
少
や
失
業
な
ど
の
理
由
で
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

戸
籍
住
民
課
国
民
年
金
係
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
４
３
）
、

帯
広
年
金
事
務
所
（
西
１
南
１
、
☎
25
・
８
１
１
３　
音
声
案
内
２
番
→
２
番
）

問
い
合
わ
せ

青
少
年
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
６
１
）

問
い
合
わ
せ

※1　�一部免除された保険料を納めていない期間は、未納扱いとな
りますので注意してください。

※2　�一定額を超えていても、失業などの理由があれば特例免除を
受けられる場合があります。

①年金手帳または基礎年金番号通知書
②個人番号確認と本人確認ができる書類
　▷個人番号（マイナンバー）カード
　▷�通知カード＋運転免許証など（顔写真付きであれ
ば１点、顔写真なしであれば２点）

③印鑑　④代理人が申請する場合は委任状

【失業などを理由とした特例免除申請の場合】
⑤失業証明書類
　（離職票、退職辞令、雇用保険受給資格者証など）

　特例免除申請の詳細は問い合わせください。

免除・納付猶予申請に必要なもの

対象者 前年所得基準（目安） 受け取る年金額の割合
（全額納めた場合との比較）

全額免除

本人、配偶者、
世帯主それぞ
れの前年など
の所得が一定
額以下の人※2

（扶養親族等の数+1）
× 35万円+22万円 8分の4

3/4免除
（1/4納付）※1

78万円+扶養親族等控除額
+社会保険料控除額等 8分の5

半額免除
（半額納付）※1

118万円+扶養親族等控除額
+社会保険料控除額等 8分の6

1/4免除
（3/4納付）※1

158万円+扶養親族等控除額
+社会保険料控除額等 8分の7

納付猶予

・50歳未満の人
・�本人と配偶者そ
れぞれの前年
などの所得が一
定額以下の人

（扶養親族等の数+1）
× 35万円+22万円

追納しないと
反映しません
（受給資格期間
に含まれます）

未　　納
反映しません
（受給資格期間
に含まれません）

免除・納付猶予制度の対象者と所得基準・年金額に反映する割合

家庭生活
18件
家庭生活
18件

その他 12件その他 12件
学校
生活
6件

学校
生活
6件
交友 7件交友 7件 合計

103件
合計
103件

社会生活
48件
社会生活
48件

身体 12件身体 12件

ソネビル
東館

と
か
ち
館

Ｎ
Ｈ
Ｋ

北
電帯広

市役所
ソネビル２階
ヤング

テレホン相談

ソ
ネ
ビ
ル
東
館

西
５
条

N

図　平成30年度の相談状況

●受付日時
　月〜金曜日（祝日を除く）、9時〜17時30分
●場所　
　西6条南6丁目3、ソネビル2階　
　おびひろ地域若者サポートステーション内

広 告

ヤングテレホン相談窓口

相談専用電話 ☎ 22・8349
　  wakamono-soudan@keisei-kai.jp

※携帯電話からEメールで相談する場合は、パソコンからの発信メールを受信できる設定にしてください。
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ア
ラ
イ
グ
マ
に

ご
用
心

ス
ト
ッ
プ
狂
犬
病

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
は
飼
い
主
の
義
務

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
の

問
題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト

帯
広
市
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
ら
っ
と

ア
ラ
イ
グ
マ
の
生
態
と
防
除

狂
犬
病
は
と
て
も
恐
ろ
し
い

　

狂
犬
病
は
、
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
を
持

つ
犬
な
ど
の
動
物
に
か
ま
れ
た
り
、

引
っ
か
か
れ
て
感
染
す
る
人じ
ん
じ
ゅ
う獣共
通
感

染
症
で
す
。
一
般
的
に
潜
伏
期
間
が
１

～
２
カ
月
で
、
風
邪
に
似
た
症
状
か
ら

は
じ
ま
り
、
錯
乱
し
た
り
攻
撃
的
に
な

る
な
ど
し
、
昏
睡
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

治
療
法
は
な
く
、
発
症
す
る
と
、
ほ

ぼ
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
死
亡
す
る
と
い

わ
れ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　

現
在
、
日
本
で
の
発
生
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
発

生
が
見
ら
れ
、
日
本
に
も
侵
入
す
る
恐

れ
が
あ
る
の
で
、
万
が
一
に
備
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

登
録
と
予
防
注
射
は
屋
内
犬
も

す
べ
て
対
象

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
生
涯
に
１
度

の
登
録
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
て
、
屋

内
で
飼
育
し
て
い
る
犬
も
同
様
で
す
。

　

狂
犬
病
発
生
時
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
予
防
注
射
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
狂
犬
病
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
地
域
の
飼
い
犬
の
検
診
な
ど

を
速
や
か
に
行
う
た
め
に
、
飼
い
主
の

情
報
を
市
が
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

登
録
手
続
き

　

登
録
手
続
き
を
す
る
と
、「
鑑
札
」

　
「
帯
広
市
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
ら
っ
と
」
は
、
日
常
の
生
活
、
仕
事
、

家
族
、
金
銭
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
で
生
活
に
困
り
事
を
抱
え
て
い

る
人
の
相
談
窓
口
で
す
。

　

相
談
員
が
問
題
の
原
因
を
整
理
し
、

一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
合
わ
せ
た
計
画

の
作
成
や
、
各
種
手
続
き
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
市
や

医
療
機
関
な
ど
、
関
係
機
関
の
紹
介
や

同
行
も
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
居
住
し
て
い
て
、
経
済
的
に

困
っ
て
い
る
、
最
低
限
度
の
生
活
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
の

あ
る
人
（
生
活
保
護
受
給
者
は
除
く
）

と
、
そ
の
家
族
な
ど

相
談
方
法

　

面
談
、
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
面
談
を
希
望
す

る
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ア
ラ
イ
グ
マ
増
加
に
よ
る

悪
影
響

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
も
と
も
と
北
米
大

陸
か
ら
ペ
ッ
ト
と
し
て
日
本
に
輸
入
さ

れ
、
逃
げ
出
し
た
も
の
が
野
生
化
し
、

増
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
、
雑
食
で
繁
殖
力
も

強
く
急
激
に
数
を
増
や
す
た
め
、
納
屋

な
ど
を
す
み
か
に
し
て
汚
す
他
、
農
作

物
や
水
産
物
、
家
畜
飼
料
、
地
域
に
も

と
も
と
い
た
動
植
物
を
食
べ
る
な
ど
、

農
林
水
産
業
や
自
然
環
境
、
人
の
財
産

へ
悪
い
影
響
を
も
た
ら
す
と
し
て
、
特

定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

帯
広
市
で
も
個
体
数
が
増
え
て
い
る

　

市
に
お
け
る
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
頭

数
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
年
間
１
～
２

と「
門
標
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。（
写
真
）

　

鑑
札
は
首
輪
に
付
け
、
門
標
は
家
の

入
り
口
な
ど
の
見
や
す
い
場
所
に
貼
っ

て
く
だ
さ
い
。
登
録
手
続
き
は
次
の
場

所
の
ほ
か
、
受
け
付
け
可
能
な
動
物
病

院
も
あ
る
の
で
、
各
動
物
病
院
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所　

環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８

階
）、
大
正
支
所
（
大
正
本
町
西
１
）、

川
西
支
所
（
川
西
町
西
２
）

登
録
手
数
料　

３
０
０
０
円

狂
犬
病
予
防
注
射

　

動
物
病
院
な
ど
で
接
種
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
接
種
後
、「
狂
犬
病
予
防

注
射
済
証
」
と
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済

票（
プ
レ
ー
ト
）」が
交
付
さ
れ
ま
す（
写

真
）。
注
射
だ
け
で
な
く
、
済
票
の
交

付
も
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

済
票
が
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

接
種
後
に
渡
さ
れ
る
「
狂
犬
病
予
防
注

射
済
証
」
を
持
っ
て
、
環
境
都
市
推
進

課
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料
　

５
５
０
円

頭
で
し
た
が
、
平
成
28
年
度
、
平
成
29

年
度
は
と
も
に
16
頭
、
平
成
30
年
度
は

33
頭
と
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
に
お
け
る
ア
ラ
イ
グ

マ
に
よ
る
農
業
被
害
額
は
平
成
29
年
度

は
９
５
０
０
万
円
を
超
え
、
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
に
は
ア
ラ
イ
グ
マ
の
天
敵
と

な
る
生
物
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、
個
体

数
の
増
加
と
さ
ら
な
る
被
害
の
拡
大
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

目
撃
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

帯
広
市
で
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に

関
す
る
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。
ア
ラ

イ
グ
マ
を
見
か
け
た
り
、
足
跡
を
見
つ

け
た
と
き
は
環
境
都
市
推
進
課
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
１
３
６
）

問
い
合
わ
せ

保
護
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
２
３
５
）

問
い
合
わ
せ

目
撃
情
報
な
ど
は
環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎

65
・
４
１
３
６
）
、
農
業
被
害
に
関
す
る
こ
と
は
農
村
振
興
課
（
市
庁
舎
７

階
、
☎
65
・
４
１
７
３
）

問
い
合
わ
せ

登録手続き後交付

狂犬病予防接種後交付
門標 鑑札

済票（プレート）

アライグマの足跡
（農林水産省「野生鳥獣
被害防止マニュアル」）

後足

環境省提供

アライグマってどんな生物？

前足

暮らし　�夜行性。水辺の近くを好み、寒さ
に強く、北海道の冬も問題なく過
ごせる。

すみか　�樹
じゅ

洞
どう

の他、家屋の屋根裏や畜舎、
物置、牧草ロールの隙間など。

食べ物　�雑食性。果物、トウモロコシ、家
畜飼料など。

見た目　�タヌキと似ているが、尻
しっぽ

尾がしま
模様で顔は眉間に黒い線がある。
体重は4〜10キログラムほどで、
柴犬ぐらいの大きさ。歩いたあと
に人の手足のような足跡が残る。 検 索帯広市  アライグマ  防止

●
な
か
な
か
就
職
が
で
き
な
い
。

●
長
く
失
業
し
て
い
る
。

●
働
い
た
経
験
が
な
い
。

●�

支
援
を
受
け
る
方
法
が
分
か
ら
な

い
。

●
公
共
料
金
が
支
払
え
な
い
。

●
家
族
や
友
人
が
悩
ん
で
い
る
。

（
親
の
介
護
、
子
ど
も
の
養
育
な
ど
）

私たちが解決に向けサポート！
気軽に相談してください

こ
の
よ
う
な
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

帯広市自立相談支援センター

ふらっと
●受付日時
　月〜土曜日、8時45分〜17時30分
　※�祝日・年末年始を除く。火曜
日のみ17時30分〜20時での面
談も受け付け（要予約）

●場所
　�西6条南6丁目3、ソネビル2階
（ソネビル東館に駐車場あり）

と
か
ち
館

Ｎ
Ｈ
Ｋ

北
電帯広

市役所
ソネビル２階
帯広市自立相談
支援センター
ふらっと

ソ
ネ
ビ
ル
東
館

西
５
条

N

☎ 20・7366
　  obihiro-flat@keisei-kai.jp
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第
三
者
行
為
の
国
保
利
用
時

は
届
け
出
が
必
要

　

加
害
者
の
行
為
（
第
三
者
行
為
）
に

よ
る
交
通
事
故
な
ど
で
受
け
た
け
が
4

4

や

病
気
の
治
療
を
し
た
場
合
で
も
、
国
保

の
保
険
証
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
本
来
加
害
者
が
負
担
す
べ

き
医
療
費
を
、
帯
広
市
が
一
時
的
に
立

て
替
え
、
後
日
加
害
者
に
請
求
す
る
た

め
、国
保
課
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

（
図
）

　

国
保
以
外
の
被
用
者
保
険
（
会
社
の

健
康
保
険
な
ど
）
の
保
険
証
を
使
う
場

合
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
組
合

な
ど
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

医
療
の
高
度
化
、
高
齢
化
の
進
行
な

ど
を
背
景
に
、
国
保
の
被
保
険
者
１
人

当
た
り
の
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

市
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
を
将
来

に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く

た
め
、
医
療
費
を
抑
え
る
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
先
発
医

薬
品
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
発
売
さ
れ

る
医
薬
品
で
す
。

　

先
発
医
薬
品
の
特
許
期
間
（
20
～
25

年
）
終
了
後
に
厚
生
労
働
省
の
承
認
を

得
て
製
造
・
販
売
さ
れ
る
も
の
で
、
先

第
三
者
行
為
の
例

　

第
三
者
行
為
に
は
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

・
相
手
の
い
る
交
通
事
故

・
他
人
か
ら
の
暴
力
行
為

・
飲
食
店
で
の
食
事
に
よ
る
食
中
毒

・
他
人
の
ペ
ッ
ト
に
か
ま
れ
た　

な
ど

発
医
薬
品
と
同
じ
有
効
成
分
で
、
同
等

の
効
果
が
期
待
で
き
、
低
価
格
で
の
提

供
が
可
能
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
割
合
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

　

近
年
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ

の
理
解
が
進
み
、
国
保
加
入
者
の
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
割
合
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
図
）

使
用
す
る
た
め
に
は

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を
希

望
す
る
場
合
は
、
病
院
・
診
療
所
・
保

険
薬
局
で
医
師
・
薬
剤
師
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
初
め
て
使
用
す
る
場
合

は
、
一
週
間
だ
け
な
ど
、
短
期
間
だ
け

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
す
る
こ

負
傷
原
因
の
照
会
を

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

医
療
費
を
適
正
に
給
付
す
る
た
め
、

交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為
に
よ
る

け
が
4

4

の
可
能
性
が
あ
る
人
に
対
し
て
、

負
傷
原
因
の
照
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

負
傷
原
因
の
照
会
文
書
が
届
い
た
人

は
、回
答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
国
保
の

保
険
証
を
使
用
で
き
ま
せ
ん

　

次
の
よ
う
な
事
故
や
け
が
4

4

の
場
合
に

は
、
国
保
の
保
険
証
を
使
用
で
き
な
い

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
労
災
が
適
用
さ
れ
る
も
の

・�

本
人
の
犯
罪
行
為
や
故
意
に
よ
る
も

の
・
法
令
違
反
に
よ
る
も
の　

な
ど

と
も
で
き
ま
す
。
な
お
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
変
更
後
、
体
調
の
変
化
、
副

作
用
が
疑
わ
れ
る
症
状
の
有
無
な
ど
を

医
師
・
薬
剤
師
が
確
認
し
た
上
で
、
本

人
の
意
向
も
踏
ま
え
て
先
発
医
薬
品
に

戻
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

差
額
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
対
象
月
に
処
方
さ
れ
た
薬

に
対
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切

り
替
え
た
場
合
の
例
を
提
示
し
、
対
象

月
の
削
減
可
能
額
を
お
知
ら
せ
す
る
差

額
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

１
回
分
の
差
額
は
小
さ
く
て
も
、
累

積
す
る
と
薬
代
の
削
減
効
果
が
大
き
く

な
る
の
で
、
特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
を
理
解

し
た
上
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

上
手
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

国
保
に
加
入
し
て
い
る
７
歳

以
上
の
人
（
主
に
慢
性
疾
患
な
ど
の
先

発
医
薬
品
を
服
用
さ
れ
て
い
る
人
）で
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た

場
合
に
、
薬
代
の
自
己
負
担
額
が
一
定

以
上
安
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
人

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
療
品
に
関
し
て
の

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
毎
年

保
険
証
の
更
新
時
に
同
封
す
る
「
国
保

の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
な
ど
の

被
害
に
遭
っ
た
ら

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

使
用
し
ま
せ
ん
か

第
三
者
行
為
に
よ
る
国
保
利
用

上
手
に
使
用
し
薬
代
を
節
約

　
加
害
者
の
い
る
交
通
事
故
な
ど
で
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の

保
険
証
を
使
用
し
た
場
合
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

（
後
発
医
薬
品
）
の
使
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
８
）

問
い
合
わ
せ

国
保
課
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
８
）

問
い
合
わ
せ

検 索帯広市  第三者

検 索帯広市  ジェネリック

届け出に必要なもの
①本人確認書類（運転免許証など）　②印鑑
③国保の保険証　④第三者行為による傷病届
⑤念書（兼同意書）　⑥事故発生状況報告書
⑦交通事故証明書　など

※�④～⑥については、国保課で配布。市ホームペー
ジからも印刷可能。
　��届け出などの記載方法や交通事故証明書の入手
方法については、国保課または加入している損害
保険会社に問い合わせください。

図　第三者行為により国保を使用した場合の流れ

被害者
（国保加入者）

加害者
（損害保険会社など）

「第三者行為による傷病届」
などの提出

窓口負担分
（１～３割）の
支払い

窓口負担分
休業補償

慰謝料など請求

医療費（７～９割）を
一時立て替え払い

一時的に立て替えた
医療費を請求

医療
機関

帯広市
国保

ジェネリック医薬品Q＆A

どんなメリットがあるの？Q

効き目や安全性は大丈夫？Q

先発医薬品に比べて開発費用が
大幅に抑えられるので、低価格

での提供が可能です。先発医薬品と比
べて５割程度、中には、それ以上安く
なる薬もあります。

A

先発医薬品と同様にさまざまな
基準を守って製造され、厚生労

働省が効き目や安全性について審査し
ています。製品によっては薬の大きさ
や味、においや保存性の向上など、よ
りよく工夫されたものもあります。

A

図　国保加入者におけるジェネリック医
薬品の使用割合の推移
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H25
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（年度）
出典：厚生労働省（全国）

H26 H27 H28 H29

帯広市

全国

76.7％76.7％73.8％73.8％
65.5％65.5％

73.0％73.0％
68.8％68.8％

58.3％58.3％ 66.8％66.8％

47.9％47.9％
56.4％56.4％

60.1％60.1％
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知っていますか？
がんのこと
　日本人は、2人に1人が何らかのがんにかかるといわれています。
身近な病気であるがんについて正しく理解し、これからの健康づく
りに取り組みましょう。

　　　　　　 健康推進課（東8南13、保健福祉センター内、☎25・9721）問い合わせ

が
ん
を
取
り
巻
く
現
状

　

１
９
８
１
年
以
降
30
年
以
上
も
の
長

い
期
間
、
が
ん
は
日
本
人
の
亡
く
な
る

原
因
の
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
統
計
に
よ
る
と
、
帯
広
市
は
、

全
国
と
比
較
し
て
、
が
ん
に
よ
っ
て
亡

く
な
る
人
の
割
合
が
高
く
、
約
三
人
に

一
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
男
性
の
が
ん
の

５
割
以
上
、
女
性
の
３
割
弱
が
生
活
習

慣
や
感
染
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
が

ん
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

が
ん
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す

５
つ
の
生
活
習
慣

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し

た
調
査
に
よ
る
と
、「
禁
煙
」「
節
酒
」「
食

生
活
」「
身
体
活
動
」「
適
正
体
重
の
維

持
」
の
５
つ
の
習
慣
に
気
を
付
け
て
生

活
し
て
い
る
人
と
、
そ
う
で
な
い
人
と

で
は
、
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
に
差
が
あ

る
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
５
つ
の
習
慣
を
実
践
す
る
人
は
、

実
践
し
な
い
、
ま
た
は
一
つ
だ
け
実
践

す
る
人
に
比
べ
、
男
性
で
43
％
、
女
性

で
37
％
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
が
低
く
な

る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。（
表
）

　

一
つ
で
も
多
く
健
康
習
慣
を
取
り
入

れ
、
が
ん
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

症
状
が
な
い
う
ち
に

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
「
が
ん
予
防
の
た
め
の
生
活
習
慣
」

を
心
掛
け
る
だ
け
で
な
く
、
が
ん
が
進

行
す
る
前
に
見
つ
け
る
「
早
期
発
見
」

が
重
要
で
す
。

　

が
ん
検
診
の
対
象
は
、
自
覚
症
状
が

な
い
人
で
す
。
症
状
が
な
い
た
め
「
健

康
だ
か
ら
ま
だ
大
丈
夫
」
と
考
え
、
検

診
を
後
回
し
に
し
が
ち
で
す
が
、
無
症

状
の
人
は
進
行
が
ん
の
場
合
が
少
な
く
、

早
期
の
段
階
で
発
見
で
き
る
の
で
、
症

状
が
な
い
う
ち
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

「
が
ん
」
と
診
断
さ
れ
る
こ
と
が
怖
く

て
受
診
で
き
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
早
期
で
あ
れ
ば
多
く
の
が

ん
で
９
割
以
上
が
完
治
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

がんを予防する５つの生活習慣
禁煙をする

適度な運動をする

適正体重を維持

5つの健康習慣によるがんリスクチェック

お酒はほどほどに

日本酒

1合

ビール

中瓶1本

ワイン

ボトル1/3程度

バランスの良い食生活

0
（％）

20

40

60

80

100

0～1個 2個 3個 4個 5個
男性 女性

100%

86%

72%

61%
68%

57%57% 63%63%

73%

86%

100%

43%
減
43%
減
37%
減
37%
減

表  実践した健康習慣の数によるリスク割合

1

4

5

2

3

　たばこを吸っている人は禁煙を目指し、吸わない人も
なるべく、たばこの煙を避けて生活しましょう。
禁煙には次のようなメリットがあります。

　日頃の活発な活動によって、
がんになるリスクが低下します。

　太り過ぎや瘦せ過ぎに注意し適正体重を維持する
ことで、がんになるリスクは低くなります。
肥満度を示すBMIを定期的にチェックしましょう。

　国立がん研究センターが20年にわたり10万件のデータを対象に行っ
た研究を基に、45歳〜74歳の人を対象に普段の生活習慣から今後10年
の「がん罹患リスク」を判断するウェブサイトです。
　自分の生活習慣を見直すきっかけとし、がん予防に向け
て実践できることから始めましょう。

運動習慣がない人も、
小さなことから
コツコツと
実践しましょう！

　過度の飲酒は食道がんや大腸がんのリスクが高くなります。
1日に飲むお酒の量は、次のいずれかの量までにとどめましょう。

・�塩分の多い食品の食べ過ぎには注意しましょ
う。減塩は胃がんのリスクの低下につながり
ます。
・�1日に野菜を350g食べることを心掛けましょ
う。（写真）
・果物も適度に食べましょう。

出典：世界保健機関「たばこ使用者のための禁煙ガイド」
※受動喫煙について新たな制度が始まります。詳細は、17頁をご覧ください。

禁煙期間 健康上の変化
2週間～3カ月 肺の機能が高まる

１年 心疾患のリスクが喫煙者の半分に低下する
５年 脳卒中のリスクが非喫煙者と同じになる

10年
肺がんのリスクが喫煙者の半分に低下し、口腔、咽喉、食
道、膀

ぼうこう

胱、頸部周辺、すい臓がんのリスクも低下する

□ �歩数計をつける
□ �運動する日と時間を決

める
□ �歩数と体重を毎日記録

する
□ �人と会う時間を増やす
□ �友だちや家族と運動の

話をする

運動を始める・
　 続けるポイント

kg m m÷ × ＝

自分のBMI値を計算してみよう

適正なBMI値 → 男性21～27、女性21～25

体重 身長 身長 BMI値

検 索５つの健康習慣によるがんリスクチェック

広 告

両手に山盛りの量が目安
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８
種
の
検
診
で

早
期
発
見

　

市
で
は
、
６
種
類
の
が
ん
検
診
と
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
、
結
核
の
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
比
較
的
少
額
で
受
け
ら
れ
る

市
の
検
診
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
や
検
診
料
な
ど
の
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
お
び
ひ
ろ
５

月
号
、
市
内
公
共
施
設
に
設
置
し
て
い

る
「
健
康
づ
く
り
ガ
イ
ド
大
人
編
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

８
月
か
ら
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー

「
胃
内
視
鏡
検
査
」

　

市
で
は
、
８
月
か
ら
新
た
に
、
50
歳

以
上
の
偶
数
年
齢
の
市
民
で
、
胃
疾
患

に
関
す
る
症
状
が
な
い
人
を
対
象
に
、

胃
内
視
鏡
検
査
に
よ
る
が
ん
検
診
を
実

施
し
ま
す
。

　

胃
が
ん
は
、
男
性
の
発
症
す
る
が
ん

の
中
で
最
も
多
く
、女
性
で
は
乳
が
ん
、

大
腸
が
ん
に
次
い
で
３
番
目
に
多
い
が

ん
で
す
。
早
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

早
期
発
見
の
た
め
に
は
定
期
的
な
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

対
象
者
の
要
件
や
、実
施
医
療
機
関
、

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
、
16
頁
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
に
負
け
な
い

が
ん
と
共
存
で
き
る
ま
ち
を

目
指
し
て

　

市
で
は
、
４
月
か
ら
「
帯
広
市
が
ん

対
策
推
進
条
例
」を
施
行
し
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
、

が
ん
に
な
ら
な
い
、が
ん
に
負
け
な
い
、

が
ん
に
な
っ
て
も
尊
厳
を
も
っ
て
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
つ
く
り
上

げ
る
た
め
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
情
報
の
収
集
や
提
供
、
広

報
の
推
進
」「
が
ん
教
育
の
推
進
」「
が

ん
予
防
や
早
期
発
見
の
推
進
」「
が
ん

患
者
な
ど
に
対
す
る
支
援
」
を
中
心
に

対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
医
療
機
関
や
団
体
で

は
、
が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
の
た
め
の

相
談
窓
口
や
サ
ロ
ン
を
開
設
し
支
援
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

行
政
や
議
会
、
保
健
医
療
福
祉
関
係

者
、
教
育
関
係
者
な
ど
す
べ
て
の
市
民

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が

ら
、
が
ん
に
向
き
合
い
、
が
ん
の
克
服

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　がんについて、不安に思い、どこに相談したらよいか迷っていま
せんか。
　帯広厚生病院は、全国に設置されているがん診療連携拠点病院で
あり、誰でもがんに関する相談ができる「がん相談支援センター」
があります。
　「がんと診断されたけど、心の整理がつかない」「職場復帰はど
のようにしたらよいか」など、がんという病気にはさまざまな不安
がつきまといます。
　不安やつらさを軽減させるため、また大切な人を支えるために、
気軽にご相談ください。

　がんに関するさまざまな疑問や悩み、日頃の
生活について気軽に語り合うことができ、同じ
体験をした仲間と交流できる場です。
　体験者だからこそ、気持ちに寄り添い、支え
合えることがあります。

【日　時】毎月第1土曜日、
　　　　　10時～11時30分（原則）
【場　所】帯広協会病院（東5南9）3階講堂
【問い合わせ】帯広協会病院がん相談
　　　　　支援センター（☎22・6600）

【日　時】毎月第3水曜日、14時～16時
【場　所】帯広厚生病院（西14南10）
　　　　　3階セミナールーム
【問い合わせ】帯広厚生病院がん相談
　　　　　支援科（☎65・0101）

　がんを体験した当事者が、がん検診の啓発やがん患者や家族の支援に関す
る活動をしています。

　2度のがん手術を経験し、がん患者本人だけでなく、家
族にも多くの悩みがあることを知りました。
　このことから「がん患者」と「家族」の双方を「支援す
る会」として支援することを念頭に置き活動しています。

　温泉施設で、手術痕を隠す入浴着の着用を断られた体験
から、この会を立ち上げました。
　十勝管内の温泉施設への入浴着啓

けいもう

蒙ポスターの配布や、
手作りケア帽子、手編みの乳房パッドの配布、がん患者の集
いなどを開催しています。

検診名 検診内容 対象者の概要

胃がん検診
胃部X線検査 35歳以上

胃内視鏡検査 50歳以上（偶数年齢）

肺がん検診 胸部X線検査 40歳以上

結 核 検 診 胸部X線検査 15～39歳

大腸がん検診 便潜血検査 40歳以上

前立腺がん検診 血液検査 50歳以上の男性

子宮がん検診 子宮頸部検査 20歳以上（偶数年齢）の女性

乳がん検診 マンモグラフィ検査 40歳以上（偶数年齢）の女性

肝炎ウイルス検診 血液検査 40歳以上で過去に受診していない人

①�多くのがんで約9割が
完治する。

②�治療方法が軽く済む場
合が多く、心身への負
担が少ない。

③�医療費など経済的負担が
少なく済む場合が多い。

早期発見の
３つのメリット

行政

がん患者を
含む全ての
市民

その他
団体

事業者教育
関係者

議会 保健医療
福祉関係者

「がん相談支援センター」 「がん患者サロン」

がん当事者が活動しています
帯広厚生病院がん相談支援科

「えぞりすカフェ」 「エンポックル」

【時　　間】8時30分～17時（土・日曜日、祝日を除く）
【場　　所】帯広厚生病院（西14南10）４相談窓口
【相談方法】面談（相談料、駐車料金は無料）
　　　　　　電話相談（☎65・0101、内線2124）
【相談内容】治療や検査、医療費、
　　　　　　生活や仕事、緩和ケアなど

▲詳細はこちら

▲詳細はこちら

予約不要

　患者さんやご家族のほか、帯広
厚生病院に通院していない人で
も、相談することができます。
　看護師がじっくりとお話に耳を
傾け、相談に応じます。

　医療用ウィッ
グに関する情報
などもあります。

広 告

 がん患者・家族の支援会 e
え ん
nn

代表世話人　古
ふ る き

城 　剛 氏

 とかち女性がん患者の集い  プレシャス
代表　鈴木 千鶴 氏

月1回の茶話会。写真左が古城氏

鈴木氏（左）とメンバー

がんと共存できるまち（イメージ）
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今年度の対象者に
抗体検査のクーポン券（無料）を送付します

住まいの改修助成金第２回募集のお知らせ　助成金交付決定後に住宅性能が向上する 10 万円（税抜）以上の改修工事を行う人を対象に、５万円を交
付します。募集件数抽選 167 件　申７月１日（月）〜 12 日（金）に直接建築指導課へ　問建築指導課（市庁舎６階、☎65・4180）

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
わ
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
車
に
乗
っ
て
い
る
と
見

過
ご
し
て
し
ま
う
景
色
を
、
違
う
視
線

で
ゆ
っ
く
り
見
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

街
の
空
気
や
音
、
匂
い
な
ど
を
体
感
で

き
る
、
思
考
が
ま
と
ま
る
、
集
中
力
が

高
ま
る
な
ど
、
歩
く
こ
と
で
刺
激
や
気

付
き
を
得
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、
人
間
国
宝
で
噺は
な
し家
の
柳
家
小

三
治
師
匠
が
、
自
身
の
闘
病
や
舞
台
裏

な
ど
に
つ
い
て
、
密
着
取
材
を
受
け
て

い
る
番
組
が
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
今
年
、
80
歳
に
な
る
師
匠

が
、「
さ
ぁ
、
ま
た
、
歩
き
は
じ
め
る
か

な
」
と
、
さ
り
げ
な
く
つ
ぶ
や
い
た
ひ

と
言
が
、
と
て
も
す
て
き
で
心
に
残
り

ま
し
た
。
状
況
は
違
い
ま
す
が
、私
に
も
、

30
歳
に
な
っ
た
時
、
ア
キ
レ
ス
腱
を
切

っ
て
し
ま
い
、
３
カ
月
間
ほ
ど
歩
け
な

く
な
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
周
り
の

ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
け
ず
、
仕
事
や

社
会
に
お
い
て
も
、
自
分
だ
け
が
立
ち

止
ま
っ
て
い
る
感
覚
に
な
り
、
精
神
的

に
も
つ
ら
い
時
期
で
し
た
が
、
そ
の
分
、

再
び
、
歩
け
る
こ
と
の
喜
び
を
実
感
す

る
出
来
事
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
生
き
る
力
や
新
し
く
始

め
る
意
欲
を
、「
人
生
を
歩
む
」「
一
歩
、

踏
み
出
す
」
な
ど
、
歩
く
と
い
う
言
葉

に
重
ね
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
歩
く

こ
と
」
に
は
い
ろ
い
ろ
な
効
用
が
あ
り

ま
す
が
、
人
の
心
や
気
持
ち
を
明
る
く

前
向
き
に
さ
せ
る
、
元
気
の
源
と
言
え

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、「
健
康
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
す
る
地
区
懇
談
会
が
始
ま
り
ま

す
。
７
月
は
、
企
業
の
協
力
を
得
て
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
で
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
、
健
康
と
「
歩
く
・
走
る
」

こ
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
も
お
話
し
し

ま
す
。
歩
く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

以
前
、「
一
歩
っ
て
、
ど
う
い
う
状

態
を
い
う
の
？
」
と
チ
コ
ち
ゃ
ん
の
よ

う
に
聞
か
れ
て
、
言
葉
に
詰
ま
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
片
足
だ
け
踏
み
出

し
た
分
を
「
一
歩
」
と
思
い
込
ん
で
い

た
私
は
、
左
右
半
歩
ず
つ
、
つ
ま
り「
半

歩
＋
半
歩
」
で
一
歩
と
数
え
る
説
も
あ

る
と
聞
い
て
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
日
々
、
ど
の
く
ら
い
歩

い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
歩
数
計
や
ス

マ
ホ
の
計
測
ア
プ
リ
で
は
、
片
足
を
踏

み
出
す
と
、
一
歩
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
る
そ
う
で
す
が
、
全
国
的
な
調
査
で

は
、
一
日
の
平
均
歩
数
は
、
成
人
の
男

性
で
約
６
８
０
０
歩
、
女
性
で
約
５
８

０
０
歩
だ
そ
う
で
す
。
私
も
、
な
る
べ

く
歩
こ
う
と
思
い
、
ほ
ぼ
毎
日
計
測
し

て
い
ま
す
が
、
仕
事
を
し
て
い
る
と
、

歩
く
時
間
が
少
な
く
な
り
、
あ
ま
り
平

均
値
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

歩
く
こ
と
は
、
手
軽
な
運
動
法
の
一

つ
で
す
が
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
な
ど

の
病
気
に
予
防
効
果
が
あ
る
こ
と
も
、

市長コラム

帯広市長　米沢 則寿

歩くこと

おびひろ
夢かなうまち

風ふ
う
し
ん疹
の
感
染
を
防
ぐ

新
た
な
風
疹
対
策
の
実
施

　

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
は
２
回
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
前
は
１
回
接
種
、
ま

た
は
予
防
接
種
を
行
っ
て
い
な
い
人
が

い
ま
す
。（
図
）

　

そ
の
た
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
母

子
手
帳
や
家
族
へ
の
確
認
を
通
し
て
、

感
染
履
歴
や
予
防
接
種
の
有
無
を
知
り
、

不
明
確
な
場
合
は
、
抗
体
検
査
や
予
防

接
種
を
行
う
と
い
っ
た
予
防
活
動
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

風
疹
予
防
接
種
の
追
加
対
策

　

風
疹
の
全
国
的
な
感
染
拡
大
を
受
け
、

市
で
は
抗
体
保
有
率
の
低
い
40
〜
57
歳

の
男
性
を
対
象
に
、
今
年
度
か
ら
３
年

間
で
、
無
料
の
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

を
行
い
ま
す
。

健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９

７
２
１
）

　
風
疹
が
全
国
的
に
流
行
し
て
い
ま
す
。
感
染
の
拡
大
を
防
ぎ
、
子
ど
も
や
妊
婦

を
守
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
予
防
活
動
が
重
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

風
疹
の
患
者
数
が
全
国
的
に
増
加

　

風
疹
は
、
数
年
に
一
度
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
流
行
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
て
、
最

近
で
は
、
平
成
25
年
に
成
人
男
性
を
中

心
に
大
流
行
し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
か
ら
、
関
東
を
中
心
に
同

様
の
流
行
が
み
ら
れ
、
現
在
は
全
国
に

感
染
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
患
者
数
は

前
年
の
30
倍
以
上
に
な
っ
て
い
て
、
十

勝
で
も
患
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

感
染
拡
大
は
患
者
と
の
接
触

　

風
疹
に
感
染
す
る
と
、
約
２
〜
３
週

間
後
に
発
熱
や
発
疹
、
リ
ン
パ
節
の
腫

れ
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
発
疹
の
出
る
前
後
約
１
週
間

は
人
に
感
染
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
が
、
症
状
が
出
て
い
な
い
た
め
感
染

に
気
付
か
ず
、
他
の
人
と
の
接
触
に

よ
っ
て
感
染
が
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

妊
婦
に
先
天
性
風
疹
症
候
群
の
危
険
性

　

免
疫
力
の
低
い
20
週
頃
ま
で
の
妊
婦

が
風
疹
に
感
染
す
る
と
、
胎
児
も
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
を
受
け
、
眼
や
耳
、
心
臓

な
ど
に
障
害
を
持
つ
子
ど
も
（
先
天
性

風
疹
症
候
群
）
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。（
妊
娠
１
カ
月
で
50
％
以

上
、
妊
娠
２
カ
月
で
35
％
）

予
防
接
種
が
最
も
有
効

　

一
般
的
に
感
染
症
対
策
で
有
効
な
の

は
「
う
が
い
」
や
「
手
洗
い
」
で
す
が
、

風
疹
は
感
染
力
が
強
い
た
め
通
常
の
方

法
で
は
予
防
で
き
ず
、
予
防
接
種
が
最

も
有
効
で
す
。

風疹とは
　風疹ウイルスに感染して
起こる発疹症。
　子どもの感染は比較的軽
症だが、大人がかかると症
状が重くなりやすい。治療
は対症療法のみであること
から、予防接種により免疫
を獲得することが重要。

図　風疹の予防接種の実施状況

２回
接種

１回
接種

未接種
（対象者）

１回接種女 

性

男 

性

未接種

昭和37年4月2日

誕生日

昭和54年4月2日 平成2年4月2日

対象者　昭和 47 年４月２日〜昭和 54 年４月１日生まれの男性。昭和 37 年４
月２日〜昭和 47 年４月１日生まれの男性には、次年度以降にクーポン券を送
付しますが、今年度中に検査を受けたい人は、健康推進課に連絡してください。
受診方法　クーポン券と本人確認書類（免許証やマイナンバーカードなど）を
持参し、指定の医療機関（クーポン券に同封の書類または市ホームページで確
認）で抗体検査を受けてください。抗体検査で結果が陰性（抗体がない）と判断
された人は、予防接種を受けてください。
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空き地の適正管理にご協力ください　空き地の雑草を放置すると、害虫の発生やごみの投げ捨て、野火の発生などの原因になることがあり周辺に住む
人へ迷惑を掛ける恐れがあります。所有者や管理者は、草刈りをするなど適正管理をお願いします。　問環境都市推進課（市庁舎８階、☎65・4136）

イ
ベ
ン
ト

お
び
ひ
ろ
軽
ト
ラ
市

　

地
元
農
家
の
皆
さ
ん
が
、
新
鮮
な
農

産
物
を
持
ち
寄
る
産
直
市
で
す
。

問
お
び
ひ
ろ
軽
ト
ラ
市
運
営
協
議
会

事
務
局
（
☎
29
・
３
２
１
１
）

担
当
課
農
政
課

第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
帯
広
大
会

　

非
行
防
止
と
更
生
保
護
活
動
の
理
解

を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
く
た
め
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
バ
ト

ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
の
演
舞
な
ど
を
行
う
。

ホ
コ
テ
ン
で
パ
レ
ー
ド
も
実
施
。

日
７
月
７
日
㈰
、
10
時
～
12
時
。
パ

レ
ー
ド
は
11
時
30
分
か
ら

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
社
会
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４

１
４
６
）

森
の
交
流
館
・
十
勝
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
森
の
交
流
館
・
十
勝
（
西
20
南
６
、

☎
34
・
０
１
２
２
）

◆
世
界
の
と
も
だ
ち
２
０
１
９

　

世
界
の
料
理
が
味
わ
え
る
屋
台
や
ス

テ
ー
ジ
な
ど
、
外
国
文
化
に
触
れ
ら
れ

る
イ
ベ
ン
ト
。
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
北
海
道
セ
ン

タ
ー
（
帯
広
）
も
会
場
で
す
。

日
７
月
７
日
㈰
、
10
時
30
分
～
15
時

◆
キ
ッ
ズ
・
プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
マ

ラ
ウ
イ
）

　

歌
や
絵
本
な
ど
を
通
じ
て
、
外
国
文

化
に
触
れ
ら
れ
る
遊
び
の
場
。
今
回
は
、

マ
ラ
ウ
イ
出
身
の
畜
大
留
学
生
が
、
自

国
の
遊
び
や
、
工
作
な
ど
を
行
う
。

対
未
就
学
児
と
保
護
者
。
兄
姉
も
参

加
可
能

日
７
月
20
日
㈯
、
10
時
～
11
時
30
分

◆
第
74
回
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト

ー
ク
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

　

７
月
末
で
任
期
を
終
え
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
出
身
の
国
際
交
流
員
が
、「
思

い
出
を
語
る
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
帯

広
へ
」
と
題
し
、
日
本
で
感
じ
た
文
化
・

習
慣
の
違
い
な
ど
を
紹
介
。

対
中
学
生
以
上

日
７
月
20
日
㈯
、
18
時
30
分
～
20
時

帯
広
畜
産
大
学
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

講
演
会

　

天
野
浩
氏
（
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受

賞
者
）
を
講
師
に
、「
世
界
を
照
ら
す

Ｌ
Ｅ
Ｄ
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
催
。

　

入
場
に
は
、
総
合
案
内
（
市
庁
舎
１

階
）、
帯
広
畜
産
大
学
、
勝
毎
サ
ロ
ン

（
西
２
南
８
、
ふ
じ
ま
る
ビ
ル
７
階
）

な
ど
で
配
布
の
整
理
券
が
必
要
。

日
７
月
11
日
㈭
、
10
時
～
11
時
30
分

場
市
民
文
化
ホ
ー
ル
（
西
５
南
11
）

定
先
着
１
５
０
０
人

問
帯
広
畜
産
大
学
基
金
・
広
報
戦
略
室

（
稲
田
町
西
２
線
、
☎
49
・
５
９
９
５
）

担
当
課
政
策
室

み
ど
り
の
課
の
イ
ベ
ン
ト

申
問
各
申
込
期
間
に
、
電
話
で
み
ど

り
の
課
（
市
庁
舎
６
階
、
☎
65
・
４
１

８
６
）
へ
。

◆
花
巡
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　

緑
の
健
康
診
断
員
を
ガ
イ
ド
に
、
十

勝
管
内
の
花
壇
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
。

み
ど
り
と
花
の
セ
ン
タ
ー（
緑
ケ
丘
２
）

集
合
、
解
散
。

日
７
月
９
日
㈫
、
９
時
～
17
時

定
先
着
30
人
（
初
参
加
者
優
先
）

￥
１
０
０
０
円
程
度
（
昼
食
代
）

申
込
期
間
７
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮

◆
歴
史
の
あ
る
木
を
学
ぶ
バ
ス
ツ
ア
ー

　

市
の
保
存
樹
木
を
中
心
に
、
樹
木
の

特
性
や
歴
史
を
学
ぶ
。
子
ど
も
の
自
由

研
究
に
も
お
す
す
め
。
雨
天
中
止
、
少

雨
決
行
。
市
庁
舎
集
合
、
解
散
。

日
７
月
25
日
㈭
、
９
時
～
12
時

定
先
着
30
人
（
初
参
加
者
優
先
）

申
込
期
間
７
月
１
日
㈪
～
19
日
㈮

児
童
会
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
児
童
会
館
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・

２
４
３
４
）

◆
親
と
子
の
エ
ン
ジ
ョ
イ
将
棋

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
７
月
13
日
㈯
、
10
時
～
12
時

◆
親
子
囲
碁
入
門
教
室

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
７
月
14
日
㈰
、
10
時
～
12
時

◆
き
ら
き
ら
人
形
劇
場

　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
人

形
劇
。

日
７
月
20
日
㈯
、
14
時
～
15
時

◆
親
子
科
学
実
験
教
室
「
立
体
万
華
鏡

を
作
ろ
う
」

　

さ
い
こ
ろ
型
の
万
華
鏡
を
作
る
。

対
幼
児
、
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
７
月
21
日
㈰
、
①
13
時
30
分
～
14

時
30
分
、
②
14
時
40
分
～
15
時
40
分

◆
星
の
観
察
会
「
木
星
と
夏
の
星
座
を

み
よ
う
～
ガ
リ
レ
オ
衛
星
を
探
そ
う
！
」

　

星
空
解
説
と
天
体
観
察
。
天
候
不
良

時
は
星
空
解
説
の
み
。

日
７
月
26
日
㈮
、18
時
45
分
～
20
時
30
分

◆
親
子
お
も
し
ろ
教
室
「
イ
ン
ド
の
ま

り
」

　

自
由
自
在
に
形
が
変
わ
る
、
き
れ
い

で
不
思
議
な
ボ
ー
ル
を
針
金
で
作
る
。

対
小
・
中
学
生
と
保
護
者

日
７
月
27
日
㈯
、９
時
30
分
～
11
時
30
分

定
先
着
50
人

◆
夏
休
み
わ
く
わ
く
教
室

　

幼
児
も
楽
し
め
る
科
学
実
験
や
工
作

教
室
を
行
う
。

対
中
学
生
以
下
。
幼
児
は
保
護
者
同
伴

日
７
月
28
日
㈰
、
10
時
～
15
時

帯
広
の
森
・
は
ぐ
く
ー
む
の

イ
ベ
ン
ト

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

場
申
問
６
月
25
日
㈫
か
ら
各
開
催
日

の
前
日
ま
で
に
、
帯
広
の
森
・
は
ぐ

く
ー
む
（
南
町
南
９
線
49
、
☎
66
・
６

２
０
０
）
へ
。

◆
森
の
寺
子
屋
～
虫
の
巻
～

　

昆
虫
の
観
察
や
セ
ミ
の
抜
け
殻
調
べ

な
ど
に
挑
戦
。

対
小
学
生

日
７
月
13
日
㈯
、
10
時
～
15
時

定
先
着
15
人

￥
３
０
０
円

◆
四
季
の
森
め
ぐ
り
～
夏
～

　

夏
の
花
や
生
き
物
な
ど
を
観
察
。
散

策
の
後
は
お
茶
会
を
開
催
。

日
７
月
14
日
㈰
、
９
時
30
分
～
12
時

定
先
着
30
人

￥
１
０
０
円

◆
森
の
生
き
物
講
座
（
草
花
編
）

　

伊
東
捷か
つ

夫お

氏
（
伊
東
応
用
植
物
研
究

所
）
を
講
師
に
、
イ
ネ
科
植
物
の
見
分

け
方
や
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
。

日
７
月
20
日
㈯
、
９
時
30
分
～
12
時

定
先
着
10
人

◆
森
の
生
き
物
講
座
（
菌
類
編
）

　

宮
谷
恵
美
子
氏
（
帯
広
の
森
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
）
を
講
師
に
、
菌
類
の
生
態
や

観
察
手
法
を
学
ぶ
。

日
７
月
20
日
㈯
、
13
時
～
15
時

定
先
着
10
人

◆
森
の
生
き
物
講
座
（
昆
虫
編
）

　

セ
ミ
の
生
態
や
見
分
け
方
を
学
ぶ
。

日
７
月
27
日
㈯
、
10
時
～
12
時

定
先
着
10
人

◆
森
の
昆
虫
探
し

　

堤
公
宏
氏
（
森
の
回
廊
＠
十
勝
）
を

講
師
に
、
森
や
草
原
を
歩
き
昆
虫
を
探

し
て
観
察
す
る
。

日
８
月
３
日
㈯
、
10
時
～
12
時

定
先
着
15
人

◆
夜
の
森
め
ぐ
り

　

夜
の
森
を
歩
き
、
夜
に
活
動
す
る
生

き
物
や
光
で
集
め
た
昆
虫
を
観
察
す
る
。

日
８
月
３
日
㈯
、18
時
30
分
～
20
時
30
分

定
先
着
30
人

市役所代表
☎ 24・4111、ＦＡＸ23・0151
市役所本庁舎業務時間
月〜金曜日 8時45分〜17時30分
帯広市ホームページ
https://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

　申し込み方法など、特に記載がない
場合は、参加無料ですので当日会場へ
直接お越しください。
　詳細は各問い合わせ先に確認してく
ださい。

（施設ごとに業務時間が異なります）

往復はがきなど
「申込時の記載事項」

①イベント・教室名
　（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）
③氏名（ふりがな）
④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ）
⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、
　年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）
⑨返送先（往復はがきの場合）
特に記載がない申し込みは、申込期限
必着で１人（組）１通。直接窓口で申し
込む場合は、返信用のはがきをお持ち
ください。

お 知らせ
７月

帯広市からの

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員
￥＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせ
☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール
HP＝ホームページ

お知らせの見方

Information

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

場所 開催日 時間

テキサス本店
（西 20 南２）

６月 25 日〜 10
月 15 日までの
毎週火曜日

16時〜 17時
（10 月は 15 時

〜 16 時）

駅北多目的広場
（西２南 11）

６月 22 日〜 10
月 26 日までの
毎週土曜日

７時 30 分
〜８時

岡書 帯広イー
ストモール店
（東４南 16）

７月３日〜 10
月 30 日までの
毎週水曜日

14時〜 17時

樹高約21メートルの「ヤチダモ」※19頁参照



■14■広報おびひろ　令和元年７月号対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

消
防
団
総
合
演
習

　

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
消
防
団
員

が
、
火
災
や
大
規
模
な
災
害
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
総
合
演
習
を
実
施
。

　

標
的
注
水
訓
練
や
一
斉
放
水
な
ど
、

日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
披
露
。
当
日
は
、

８
時
に
招
集
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

日
７
月
11
日
㈭
、８
時
30
分
～
11
時
45
分

場
緑
ヶ
丘
公
園
多
目
的
広
場
（
緑
ケ
丘

２
）

問
消
防
推
進
室
（
西
６
南
６
、
消
防
庁

舎
１
階
、
☎
26
・
９
１
２
８
）

帯
広
の
水
を
見
る
週
間
イ
ベ
ン
ト

　

水
道
・
下
水
道
の
事
業
紹
介
や
お
び

ひ
ろ
極
上
水
の
試
飲
会
な
ど
。

日
７
月
22
日
㈪
～
26
日
㈮
、９
時
～
17
時

場
市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁
舎
１
階
）

問
上
下
水
道
部
総
務
課
（
市
庁
舎
水
道

棟
２
階
、
☎
65
・
４
２
１
１
）

海
の
日
イ
ベ
ン
ト
～
動
物
た
ち
に

氷
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
～

　

海
の
日
に
、
飼
育
動
物
に
果
物
の

入
っ
た
氷
や
活
魚
を
給
餌
し
ま
す
。
ニ

ホ
ン
ザ
ル
、
イ
ン
ド
ゾ
ウ
、
ホ
ッ
キ
ョ

ク
グ
マ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
を
予
定
。

　

動
物
の
体
調
や
天
候
な
ど
に
よ
っ
て

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
当
日
、

動
物
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
正
門
・
南
門

に
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
予
定
表
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
７
月
15
日
㈷
、
11
時
～
14
時
30
分

場
問
動
物
園
（
緑
ケ
丘
２
、
☎
24
・
２

４
３
７
）

高
齢
者
交
通
安
全
研
修
会
と

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

高
齢
者
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
て

交
通
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
更
別
村

で
研
修
会
と
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
。
市
庁
舎
集
合
。
解
散
。

対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
用
具
を
持
参
で
き
る
人

日
７
月
24
日
㈬
、
８
時
～
14
時
30
分

定
抽
選
70
人

申
問
７
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
で
安
心
安
全
推
進
課
（
市
庁
舎
３

階
、
☎
65
・
４
１
３
１
）
へ
。

ア
イ
ヌ
文
化
交
流
会

～
世
界
の
先
住
民
の
国
際
デ
ー
～

　

ア
イ
ヌ
の
伝
統
工
芸
品
や
、
文
化
・

歴
史
の
パ
ネ
ル
展
示
の
ほ
か
、
ア
イ
ヌ

文
様
刺
し
ゅ
う
体
験
、
ア
イ
ヌ
木
彫
体

験
を
開
催
。
７
月
27
日
㈯
、
13
時
か
ら

の
開
会
式
で
は
帯
広
カ
ム
イ
ト
ウ
ウ
ポ

ポ
保
存
会
に
よ
る
古
式
舞
踊
を
披
露
。

日
７
月
27
日
㈯
、
13
時
～
18
時
、
28

日
㈰
、
９
時
30
分
～
16
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
社
会
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４

１
４
６
）

と
か
ち
大
平
原
交
流
セ
ン
タ
ー

「
夕
市
」

　

地
元
生
産
者
が
新
鮮
な
農
産
物
を
販

売
。
売
り
切
れ
次
第
終
了
。

日
10
月
24
日
ま
で
の
木
曜
日
、16
時
～

16
時
30
分（
10
月
は
15
時
～
15
時
30
分
）

場
問
と
か
ち
大
平
原
交
流
セ
ン
タ
ー

（
川
西
町
基
線
61
、
☎
53
・
４
７
８
０
）

お
び
ひ
ろ
Ｇ
ゴ
ー
ウ
ー
マ
ン
サ
ク
セ
ス

Ｗ
Ｓ
～
女
性
活
躍

推
進
異
業
種
交
流
会
～

　

企
業
間
の
垣
根
を
超
え
た
交
流
を

き
っ
か
け
に
、
十
勝
・
帯
広
で
働
く
女

性
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
目
指
す
交
流
会
。

対
市
内
企
業
に
勤
務
す
る
女
性

日
８
月
22
日
㈭
、18
時
30
分
～
20
時
30
分

場
プ
レ
ミ
ア
ム
ホ
テ
ル
Ｃキ

ャ

ビ

ン

Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｎ

（
西
１
南
11
）

定
先
着
30
人

申
問
７
月
19
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で

工
業
労
政
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・

４
１
６
８
）
へ
。

明
治
北
海
道
十
勝
オ
ー
バ
ル

オ
ー
プ
ン

　

リ
ン
ク
オ
ー
プ
ン
初
日
に
、
施
設
の

無
料
開
放（
中
地
を
除
く
）を
行
い
ま
す
。

日
７
月
28
日
㈰
、
13
時
～
22
時
（
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
９
時
〜
22
時
）

場
問
明
治
北
海
道
十
勝
オ
ー
バ
ル
（
南

町
南
７
線
56
番
地
７
、
帯
広
の
森
運
動

公
園
内
、
☎
49
・
４
０
０
０
）

百
年
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト

場
問
百
年
記
念
館（
緑
ケ
丘
２
、☎
24
・

５
３
５
２
）

◆
ロ
ビ
ー
展
「
荘し
ょ
う
だ田
喜き

よ

し

與
志
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
14
」

　

荘
田
喜
與
志
氏
が
撮
影
し
た
、
十

勝
・
帯
広
の
昭
和
の
仕
事
や
暮
ら
し
の

様
子
を
写
真
で
紹
介
。

日
７
月
２
日
㈫
～
28
日
㈰
、９
時
～
17
時

◆
第
３
７
７
回
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
！
」

　

牧
野
貴
博
氏
、
佐
藤
祐
一
氏
、
波
塚

三
恵
子
氏
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
会
。

日
７
月
21
日
㈰
、
18
時
～
20
時

講
座
・
教
室

図
書
館
の
講
座
・
教
室

場
申
問
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、各

申
込
期
間
に
、
図
書
館
（
西
２
南
14
、

☎
22
・
４
７
０
０
）
へ
。

◆
と
か
ち
ジ
ュ
ニ
ア
文
芸
文
章
教
室

～
感
じ
た
こ
と
を
表
現
し
て
み
よ
う
～

　

夏
休
み
に
、
文
章
を
書
く
こ
つ
や
題

材
の
見
つ
け
方
な
ど
を
、
と
か
ち
ジ
ュ

ニ
ア
文
芸
誌
編
集
委
員
か
ら
学
ぶ
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
小
学
４
年
生
～

中
学
３
年
生
（
詩
教
室
は
小
・
中
学
生
）

定
各
先
着
20
人

申
込
期
間
７
月
２
日
㈫
～
21
日
㈰

・
詩
教
室

日
７
月
27
日
㈯
、10
時
15
分
～
12
時
15
分

・
小
説
童
話
教
室

日
７
月
27
日
㈯
、13
時
30
分
～
15
時
30
分

・
短
歌
教
室

日
７
月
28
日
㈰
、
13
時
～
14
時

・
俳
句
教
室

日
７
月
28
日
㈰
、
14
時
～
15
時

◆
夏
休
み
の
自
由
研
究
応
援
！
～
動
物

園
で
体
験
し
よ
う
～

　

動
物
園
で
本
を
使
い
調
べ
る
学
習
と
、

飼
育
員
に
よ
る
ガ
イ
ド
を
行
う
。
動
物

園
集
合
、
解
散
。
小
雨
決
行
。

場
動
物
園
（
緑
ケ
丘
２
）

対
小
学
生
。
３
年
生
以
下
は
保
護
者

同
伴

日
８
月
８
日
㈭
、
13
時
～
15
時

定
先
着
25
人

申
込
期
間
７
月
９
日
㈫
～
30
日
㈫

救
命
講
習

対
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
地
が
市
内

の
人

定
❶
先
着
50
人
、
❷
先
着
30
人

￥
各
５
０
０
円

申
問
❶
は
７
月
２
日
㈫
ま
で
、
❷
は

７
月
12
日
㈮
ま
で
に
、
帯
広
消
防
署

救
急
課
（
西
６
南
６
、
消
防
庁
舎
１
階
、

☎
26
・
９
１
３
２
）
へ
。

❶
普
通
救
命
講
習

　

出
血
時
の
止
血
法
や
心
臓
停
止
、
呼

吸
停
止
時
の
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
な
ど
応
急
手
当
て
を
習
得
す
る
。

日
７
月
９
日
㈫
、13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
消
防
庁
舎
（
西
６
南
６
）

❷
実
技
救
命
講
習

　

総
務
省
消
防
庁
の
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ

講
習
受
講
修
了
者
が
対
象
の
講
習
会
。

普
通
救
命
講
習
と
同
じ
修
了
証
を
交
付
。
市内で火災が多発しています　風の強い日などは屋外での火の取り扱いに十分注意しましょう。こんろなど火のそばを離れるときは必ず消しましょ
う。火災を早期に発見し逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置しましょう。　問帯広消防署指導課（西６南６、消防庁舎１階、☎26・9131）

講座名 講師（役職）／講座内容 開催日／開催時間 定員

第９集
寝たきりにならないための
食事で出来る五大予防

麻
お

植
え

 有希子 氏（管理栄養士）
7 月 5 日（金）

18 時 30 分〜 20 時
先着

150 人低栄養の早期発見や、老化、味覚
低下、便秘、筋力低下などの予防
方法を栄養の観点から学ぶ。

第10集
道政物語

～歴代の偉人が創りあ
げてきたもの～

嶺
みね

野
の

 侑
すすむ

 氏（元帯広市議会議長）
7 月 9 日（火）

14 時 30 分〜 16 時
先着

150 人話題性の多いトップリーダーの
時代背景と逸話から北海道の政
治物語を学ぶ。

第11集
【３回講座】

丈夫な身体をつくろう！
運動不足解消講座

田口 あきほ 氏（健康運動指導士） 1 回目：7 月 11 日（木）
2 回目：7 月 17 日（水）
3 回目：7 月 25 日（木）
いずれも 18 時 30 分〜

19 時 30 分

先着
30 人

（3 回分
500 円）

３回の連続講座を通して汗ばむ
程度のトレーニングを行う。

特別講座
【わかば会合同学習会連携】
ヴァイオリン＆ピアノコンサート
「演歌、ポップスとクラシック」

和光 憂人 氏（ヴァイオリニスト）、
長尾 崇人 氏（ピアニスト）

7 月 18 日（木）
10 時〜 11 時 30 分

先着
50 人

曲に秘められた解説を交えなが
ら、ヴァイオリンとピアノの協奏
を鑑賞する学習会。
場市民文化ホール（西５南 11）

第12集
【消費者講座連携】
上手に活かそう暮らしのお金
〜お金の貯め方、使い方〜

山崎 増美 氏（金融広報アドバイザ
ー、ファイナンシャルプランナー）

7 月 19 日（金）
10 時〜 11 時 30 分

先着
150 人各世代のライフプランに合わせ

た、上手なお金の貯め方や使い方
について学ぶ。

第13集
明治の食育

～神秘の食品「乳」～

有江 泰彦 氏（明治 北日本支社 札
幌オフィス企画管理部コミュニ
ケーション課参与） 7 月 24 日（水）

18 時 30 分〜 20 時
先着
50 人

体験やワークを交えて、「乳」の価
値を改めて考える。

市民大学講座
場とかちプラザ（西４南 13）
申問特に記載がない場合は、各開催日の前日までに、生涯学習課（市
庁舎８階、☎65・4192）へ。未就学児（２歳以上）の託児希望は、各開
催日の一週間前までに申し込み。（特別講座のみ託児なし）

十勝ファーマーズマーケット ２０１９
　十勝産の新鮮な野菜や加工品、
十勝産食材を使った料理、雑貨な
どを販売するイベント。
日７月13日〜９月28日までの第２、
第４土曜日、９時〜 14 時
場緑ヶ丘公園グリーンステージ周
辺（緑ケ丘２）
問ソーゴー印刷（西 16 北１、☎34・1281）
担当課農政課



■15■ 広報おびひろ　令和元年７月号 問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

日
７
月
19
日
㈮
、
10
時
～
12
時

場
南
出
張
所
（
西
17
南
41
）

菊
作
り
講
習
会

「
初
心
者
で
も
わ
か
り
や
す
い
！

ス
プ
レ
ー
菊
・
福
助
の
作
り
方
」

　

菊
に
親
し
む
た
め
、
講
話
と
実
技
で

華
や
か
な
菊
の
栽
培
を
基
礎
か
ら
学
ぶ
。

受
講
者
に
は
菊
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
❶
先
着
30
人
、
❷
先
着
20
人

￥
各
５
０
０
円

申
問
７
月
19
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で

帯
広
の
ま
つ
り
推
進
委
員
会
（
西
２
南

12
、
エ
ス
タ
東
館
２
階
、
☎
22
・
８

６
０
０
）
へ
。

❶
初
心
者
向
け
（
ス
プ
レ
ー
菊
）

日
７
月
21
日
㈰
、
13
時
～
13
時
50
分

❷
中
級
者
向
け
（
福
助
）

日
７
月
21
日
㈰
、14
時
30
分
～
15
時
20
分

担
当
課
観
光
課

ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
ー
ズ
作
り

体
験
研
修

　

地
場
産
の
生
乳
や
肉
を
使
っ
た
加
工

体
験
。

定
❶
❸
各
先
着
10
人
、
❷
先
着
20
人

場
申
問
各
申
込
期
限
ま
で
に
、
電
話

で
畜
産
物
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
（
八
千

代
町
西
４
線
、
☎
60
・
２
５
１
４
）
へ
。

❶
チ
ー
ズ
研
修
（
約
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
）

日
①
７
月
20
日
㈯
～
21
日
㈰
、
②
８

月
３
日
㈯
～
４
日
㈰
、
い
ず
れ
も
初
日

は
10
時
～
16
時
、
２
日
目
は
10
時
～
10

時
30
分

￥
各
３
０
０
０
円

申
込
期
限
①
７
月
12
日
㈮
、
②
26
日
㈮

❷
ソ
ー
セ
ー
ジ
研
修（
約
２
５
０
グ
ラ
ム
）

日
７
月
28
日
㈰
、
10
時
～
14
時

￥
１
０
０
０
円

申
込
期
限
７
月
19
日
㈮

❸
ソ
ー
セ
ー
ジ
研
修
（
プ
レ
ー
ン
ほ
か

全
３
種
、
約
７
０
０
グ
ラ
ム
）

日
８
月
11
日
㈷
、
10
時
～
14
時

￥
２
２
０
０
円

申
込
期
限
８
月
２
日
㈮

百
年
記
念
館
の
講
座
・
教
室

場
問
特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
、
百

年
記
念
館
（
〒
080
・

0846
緑
ケ
丘
２
番
地
、

☎
24
・
５
３
５
２
）

◆
博
物
館
講
座
「
考
古
学
か
ら
見
た
ア

イ
ヌ
文
化
の
成
立
」

　

長
沼
正
樹
氏（
北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ
・

先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）
を
講

師
に
、
考
古
学
か
ら
見
え
て
く
る
ア
イ

ヌ
文
化
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
る
。

日
７
月
20
日
㈯
、
14
時
～
16
時

◆
体
験
教
室
「
縄
文
人
に
な
っ
て
み
る

～
暁
あ
か
つ
き式
土
器
を
つ
く
ろ
う
！
」

　

八
千
代
Ａ
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
縄
文

土
器
「
暁
式
土
器
」
を
作
り
、
野
焼
き

で
焼
き
上
げ
る
。
形
作
り
の
み
の
参
加

も
可
能
。

対
小
学
生
以
上

日
形
作
り
８
月
３
日
㈯
、10
時
～
15
時
、

野
焼
き
８
月
11
日
㈷
、10
時
～
15
時

場
形
作
り
は
百
年
記
念
館
、
野
焼
き

は
植
村
直
己
野
外
学
校
（
八
千
代
町
西

１
線
１
６
５
番
地
）。
現
地
集
合
、
解
散

定
先
着
15
人

￥
５
０
０
円

申
７
月
23
日
㈫
ま
で
に
、
電
話
で
百

年
記
念
館
へ
。

◆
親
子
七
宝
教
室

　

親
子
で
七
宝
焼
き
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

や
ペ
ン
ダ
ン
ト
作
り
を
楽
し
む
教
室
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
４
歳
～
中
学
生

と
保
護
者

日
８
月
４
日
㈰
、
10
時
～
12
時

定
先
着
15
組
30
人

￥
１
組
２
０
０
０
円
程
度

申
７
月
２
日
㈫
～
20
日
㈯
ま
で
に
、
電

話
で
百
年
記
念
館
へ
。

◆
郷
土
学
習
バ
ス
見
学
会
「
十
勝
平
野

の
生
い
立
ち
を
探
る
」

　

バ
ス
で
然
別
方
面
の
火
山
や
湖
を
巡

り
、
十
勝
平
野
の
太
古
の
歴
史
を
探
る
。

百
年
記
念
館
集
合
、
解
散
。

日
８
月
24
日
㈯
、９
時
30
分
～
16
時
30
分

定
抽
選
30
人

￥
１
０
０
円

申
７
月
１
日
㈪
～
８
月
６
日
㈫
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載

事
項
」（
13
頁
）
を
書
い
て
、
百
年
記

念
館
へ
。
１
通
で
２
人
ま
で
申
し
込
み

可
能
。

草
木
染
め
教
室

　

３
回
の
講
習
で
草
木
染
め
を
学
ぶ
。

日
７
月
22
日
㈪
、
８
月
19
日
㈪
、
９
月

２
日
㈪
、全
３
回
、10
時
～
11
時
30
分

定
抽
選
10
人

￥
６
４
８
０
円

場
申
問
７
月
15
日
㈷
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
13
頁
）
を
書
い
て
、
帯
広
市
都
市
農

村
交
流
セ
ン
タ
ー
サ
ラ
ダ
館
（
〒
080
・

2472
西
22
条
南
６
丁
目
６
、
☎
36
・
８

０
９
５
）
へ
。

第
２
回　

環
境
学
習
会

　

外
来
種
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
捕
獲
や

試
食
体
験
、
自
然
観
察
を
通
し
て
帯
広

の
自
然
に
つ
い
て
学
ぶ
バ
ス
学
習
。
市

庁
舎
集
合
、
解
散
。

対
小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

日
８
月
９
日
㈮
、
９
時
～
15
時

場
ま
な
び
野
公
園
（
清
流
西
２
）、
ヌ
ッ

プ
ク
川
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
跡
地
（
大

正
町
４
４
１
―

53
）

定
先
着
30
人

￥
１
０
０
円

申
問
７
月
３
日
㈬
～
24
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
で
環
境
都
市
推
進
課
（
市
庁
舎
８

階
、
☎
65
・
４
１
３
５
）
へ
。

セ
ン
タ
ー
探
検
ツ
ア
ー
付
き
！

夏
休
み
「
親
子
で
給
食
づ
く
り
」

　

普
段
は
入
れ
な
い
給
食
セ
ン
タ
ー
の

調
理
室
内
を
探
検
し
た
後
、
給
食
で
人

気
の
洋
食
メ
ニ
ュ
ー
を
作
る
。

対
市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
～
中
学

３
年
生
と
保
護
者

日
７
月
25
日
㈭
、
９
時
～
13
時

定
抽
選
12
組

￥
１
人
３
０
０
円

場
申
問
７
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮
ま
で

に
、電
話
で
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
南
町

南
８
線
42
―

３
、☎
49
・
１
９
０
０
）へ
。

食
育
・
親
子
料
理
教
室

　

親
子
で
協
力
し
て
「
夏
の
ラ
イ
ス
ピ

ザ
」「
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ゼ
リ
ー
」
を
作
る
。

対
市
内
在
住
の
年
中
児
に
当
た
る
幼
児

～
小
学
１
年
生
と
保
護
者

日
８
月
２
日
㈮
、
３
日
㈯
、
い
ず
れ

も
10
時
～
13
時
30
分

定
各
先
着
10
組
（
初
参
加
者
優
先
）

￥
１
組
５
０
０
円

場
申
問
７
月
11
日
㈭
～
25
日
㈭
ま
で

に
、
電
話
で
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南

13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・

９
７
２
２
）
へ
。

げんき活動コース実施事業所の決定　広報おびひろ６月号 14 頁に掲載した「一般介護予防事業げんき活動コース」の調整中となっていた「西帯広・開
西日常生活圏域」の実施事業所が、ジョイリハ西５条（☎49・3060）に決定しました。詳細は実施事業所に問い合わせください。担当課高齢者福祉課

6月20日から予約受付を開始する教室一覧です。
　各教室の開催時間、定員、費用、申し込み期限などの詳
細は各施設に問い合わせるか、帯広市文化スポーツ振興財
団のホームページ、または総合案内（市庁舎1階）、各スポー
ツ施設、各コミセンに配置している生涯学習情報誌「まな
びや」で確認してください。

申し込み方法（各教室の定員を超えた場合は抽選となります）
❶ホームページから…希望の教室を選択し、申し込みフォームから送信
　　　　　　　　　　HP http://obihiro-foundation.jp/
❷直接申し込み………返信用はがきを各施設に持参
❸往復はがき…………「申込時の記載事項」（13頁）を記入
※連続講座は祝日が含まれる場合、開催曜日が変更になる週があります。

▲詳細はこちら

開催施設 日程：回数 講座・教室名 対象者

総合体育館

7/31（水）〜 8/3（土）
：全 4 回 ジュニアヒップホップダンス 小学 2 〜 6 年生

8/5（月）〜 8/7（水）
：全 3 回 夏休み元気アップ教室 小学 1 〜 3 年生

8/7（水）〜 10/2（水）の
水曜日：全 8 回 ヘルスアップ教室「Z

ズ ン バ

UMBA」（1 回目） 16 歳以上の人

8/21（水）〜 10/9（水）
の水曜日：全 8 回

脂肪燃焼トレーニング教室
（2 回目） 16 歳以上の人

8/22（木）〜 10/10（木）
の木曜日：全 8 回 背骨コンディショニング 16 歳以上の人

8/22（木）〜 10/10（木）
の木曜日：全 8 回 ビギナーズエクササイズ（2回目） 16 歳以上の人

8/22（木）〜 10/10（木）
の木曜日：全 8 回 50 歳からの健康体操（1 回目） 50 歳以上の人

8/27（火）〜 11/12（火）
の火曜日：全 10 回 卓球教室（2 回目） 16 歳以上の人

帯広の森
体育館

8/30（金）〜 10/4（金）
の金曜日：全 6 回 ベビーダンス教室（1 回目） 首がすわっている生後 3 カ月

〜 2 歳前後の乳幼児と保護者
9/2（月）〜 11/25（月）
の月曜日：全 10 回 L

レッツ

et's エンジョイ♪エクササイズ！！（2回目） 16 歳以上の人

9/2（月）〜 11/25（月）
の月曜日：全 10 回 背骨コンディショニング 16 歳以上の人

9/4（水）〜 10/30（水）
の水曜日：全 8 回 太極舞〜タイチーダンス〜 16 歳以上の人

9/5（木）〜 10/24（木）
の木曜日：全 8 回 ロコモ d

デ

e ストレッチ 40 歳以上の人

帯広の森
市民プール

8/19（月）〜 9/30（月）
の月曜日：全 6 回 ベビースイミング（3 回目） 6カ月〜 2 歳未満（1 歳 11カ

月まで）の幼児と保護者
8/19（月）〜 9/30（月）
の月曜日：全 6 回 おやこ水泳教室（3 回目） 2〜 4歳の幼児と保護者

8/19（月）〜 9/30（月）
の月曜日：全 6 回 幼児水泳教室（3 回目） 幼稚園・保育所の

年中・年長に当たる幼児
8/21（水）〜 10/9（水）
の水曜日：全 8 回 水中ウォーキング教室（2 回目） 16 歳以上の人

8/21（水）〜 9/13（金）
の水・金曜日：全 8 回 めだか水泳教室（3 回目） 小学生の初心者

8/24（土）〜 9/28（土）
の土曜日：全 6 回 年少児水泳教室（2 回目） 幼稚園・保育所の

年少に当たる幼児
8/28（水）〜 10/16（水）
の水曜日：全 8 回 水中エアロビクス（3 回目） 16 歳以上の人

9/5（木）〜 10/24（木）
の木曜日：全 8 回

ボディメンテサイズ　〜メンテ
ナンス＋エクササイズ〜（2回目） 16 歳以上の人

9/5（木）〜 10/24（木）
の木曜日：全 8 回 ピラティス（3 回目） 16 歳以上の人

明治北海道
十勝オーバル

8/23（金）〜 9/27（金）
の金曜日：全 6 回 B

ブ ラ ッ ク

lack ヨガ② 16 歳以上の女性

帯広の森
野球場

8/6（火）〜 9/17（火）の
火曜日：全 5 回

小学生硬式テニス教室
場南町テニスコート（南町南9線） 小学生

帯広の森
アイスアリーナ

7/27（土）・28（日）
：全 2 回

はじめてのスケート教室
（幼稚園・保育園）

滑走ができない
幼稚園・保育所の年中・

年長に当たる幼児
7/27（土）・28（日）

：全 2 回
はじめてのスケート教室

（小学低学年）
滑走ができない

小学 1・2 年生

スポーツ教室についてのお知らせ

問総合体育館（〒 080・0030 大通北１丁目１、☎22・7828）
　 帯広の森体育館（〒 080・0856 南町南７線 56 番地７、☎48・8912）
　 帯広の森市民プール（〒 080・0856 南町南７線 56 番地７、☎47・3630）
　 明治北海道十勝オーバル（〒 080・0856 南町南７線 56 番地７、☎49・4000）
　帯広の森野球場（〒 080・0856 南町南７線 56 番地７、☎48・8338）
　帯広の森アイスアリーナ（〒 080・0856 南町南７線 56 番地７、☎48・6256）



東
コ
ミ
セ
ン(
東
７
南
９) 　
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７月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、７月10日（水）、24日（水）です。燃やすごみが火・金曜日収集地区は、
７月３日（水）、17 日（水）、31 日（水）です。　問清掃事業課（西 24 北４、☎37・2311）

定
各
５
人
程
度

場
申
問
①
７
月
16
日
㈫
～
26
日
㈮
、

②
８
月
５
日
㈪
～
16
日
㈮
ま
で
に
、
申

込
用
紙
を
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
帯
広
畜
産
大
学
（
稲
田
町
西
２
線
11
、

☎
49
・
５
７
７
６
、
Ｆ
49
・
５
２
８
９
、

syogai

＠obihiro.ac.jp
）
へ
。
申

込
用
紙
は
畜
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印

刷
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
当
課
障
害
福
祉
課

案
　
内

市
有
車
両
を
一
般
競
争
入
札
で

売
り
払
い

　

市
有
車
両
８
台
を
売
り
払
い
ま
す
。

　

物
件
は
①
普
通
・
小
型
車
両
（
消
防

車
・
バ
ス
・
小
型
貨
物
・
除
雪
車
）
６
台
、

②
空
港
用
特
殊
車
両
（
消
防
車
・
除
雪

専
用
車
）
２
台
で
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

物
件
下
見
会 

物
件
に
よ
り
時
間
と
会

場
が
異
な
り
ま
す
。
①
７
月
２
日
㈫
、

10
時
～
11
時
30
分
、
道
路
車
両
セ
ン
タ

ー
資
材
置
場
（
南
町
南
６
線
61
）、
②

７
月
３
日
㈬
、
13
時
30
分
～
15
時
30
分
、

空
港
事
務
所
（
泉
町
西
９
線
）

入
札
日 

７
月
24
日
㈬
、
10
時
、
市
庁

舎
10
階

申
問
７
月
２
日
㈫
～
16
日
㈫
ま
で
に
、

入
札
参
加
申
込
書
と
必
要
書
類
を
直
接
、

ま
た
は
郵
送
で
契
約
管
財
課
（
〒
080
・

8670
西
５
条
南
７
丁
目
１
番
地
、
市
庁
舎

５
階
、
☎
65
・
４
１
１
５
）
へ
。

受
水
槽
の
清
掃
と
点
検
は
忘
れ

ず
に

　

有
効
容
量
10
立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
受
水
槽
を
設
置
し
て
い
る
ビ
ル
や
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
所
有
者
は
、
年
１
回

の
清
掃
と
点
検
の
実
施
、
法
定
検
査
の

受
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
有
効
容
量
10
立
方
メ
ー
ト
ル

以
下
の
受
水
槽
で
も
、
飲
用
水
の
安
全

や
衛
生
を
守
る
た
め
に
、
定
期
的
な
清

掃
と
点
検
を
行
い
、
適
正
な
管
理
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

問
水
道
課
（
市
庁
舎
水
道
棟
１
階
、
☎

65
・
４
２
１
６
）

広
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場

が
変
わ
り
ま
し
た

　

広
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
が
、

５
月
27
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
当
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
活
動
推
進
課
（
市
庁
舎
３
階
、

☎
65
・
４
１
３
０
）

私
立
高
等
学
校
の
授
業
料
の
一

部
を
補
助
し
ま
す

　

保
護
者
の
平
成
31
年
度
市
民
税
所
得

割
の
合
計
額
が
基
準
額
（
５
万
１
３
０

０
円
）
未
満
の
場
合
、
生
徒
１
人
当
た

り
月
額
５
０
０
０
円
以
内
で
授
業
料
を

補
助
し
ま
す
。
詳
細
な
要
件
や
申
請
に

必
要
な
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
７
月
８
日
㈪

問
学
校
教
育
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎

65
・
４
２
０
３
）

７
月
１
日
か
ら
受
動
喫
煙
対
策

が
強
化
さ
れ
ま
す

　

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
に
よ
る
、
た
ば

こ
を
吸
わ
な
い
人
へ
の
健
康
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、
７
月
１
日
か
ら
学
校
や

児
童
施
設
、
病
院
な
ど
20
歳
未
満
の
子

ど
も
や
病
気
の
人
が
い
る
施
設
お
よ
び

公
共
施
設
の
一
部
で
は
、
原
則
敷
地
内

禁
煙
に
な
り
ま
す
。
誰
も
が
健
康
に
過

ご
せ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
各
施
設
の
状
況
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９
７
２
１
）

募
　
集

ポ
ス
タ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す

　

翌
年
３
月
ま
で
、
市
庁
舎
と
公
用
車

に
設
け
た
「
ポ
ス
タ
ー
広
告
掲
出
欄
」

の
広
告
主
を
募
集
。
１
カ
月
単
位
で
掲

載
可
能
。

①
市
庁
舎

募
集
枠
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
広
告
３
枠
、
１

階
待
合
ロ
ビ
ー
広
告
４
枠

￥
１
カ
月
当
た
り
６
３
０
０
円

②
公
用
車
（
軽
自
動
車
２
台
）

募
集
枠
車
両
前
側
ド
ア
広
告
２
枠

￥
１
カ
月
当
た
り
２
１
６
０
円
（
10
月

以
降
は
２
２
０
０
円
）

申
問
随
時
受
け
付
け
。
①
は
総
務
課

庶
務
係
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１

０
０
）、
②
は
総
務
課
車
両
係
（
市
庁

舎
地
下
１
階
、
☎
65
・
４
１
０
２
）
へ
。

放
送
大
学
10
月
入
学
生
の
募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
放

送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。

　

と
か
ち
プ
ラ
ザ
で
授
業
を
視
聴
で
き

る
ほ
か
、
授
業
の
ビ
デ
オ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な

ど
を
借
り
て
学
習
で
き
ま
す
。

申
９
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
願
書
を
放

送
大
学
本
部
（
〒
261
・

8586
千
葉
市
美
浜

区
若
葉
２
丁
目
11
番
地
、
☎
０
４
３
・

２
７
６
・
５
１
１
１
）
へ
。
募
集
要
項

は
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）、
総

合
案
内
（
市
庁
舎
１
階
）、
コ
ミ
セ
ン

で
配
布
。

問
生
涯
学
習
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎

65
・
４
１
９
２
）、
放
送
大
学
北
海
道

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
１
・
７
３
６
・

６
３
１
８
）

第
15
回
帯
広
市
ま
ち
づ
く
り
デ

ザ
イ
ン
賞
を
募
集

　

帯
広
市
の
良
好
な
景
観
に
貢
献
し
て

い
る
建
築
物
を
募
集
。
自
薦
、
他
薦
は

問
い
ま
せ
ん
。
他
薦
の
場
合
は
所
有
者

の
同
意
が
必
要
。

申
問
７
月
１
日
㈪
～
８
月
31
日
㈯
ま

で
に
、
応
募
用
紙
と
建
築
物
の
写
真
な

ど
を
添
え
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
都
市
計
画
課
（
〒
080
・

8670
西

５
条
南
７
丁
目
１
番
地
、
市
庁
舎
６
階
、

☎
65
・
４
１
７
５
、

city_plan

＠city.
obihiro.hokkaido.jp

）
へ
。
応
募
用

紙
は
都
市
計
画
課
、
コ
ミ
セ
ン
な
ど
で

配
布
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
印
刷
可
能
。
応
募
は
１
人
１
点
ま
で
。

第
18
回
「
女ひ
と

と
男ひ
と

の
一
行
詩
」
を

募
集

　

男
女
共
同
参
画
を
表
現
し
た
自
作
で

未
発
表
の
作
品
を
募
集
。
１
人
３
作
品

ま
で
応
募
可
能
。
入
賞
者
に
は
図
書
カ

ー
ド
を
贈
呈
。
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

対
十
勝
管
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通

学
し
て
い
る
人

申
問
６
月
24
日
㈪
～
７
月
31
日
㈬
ま

で
に
、
作
品
と
「
申
込
時
の
記
載
事
項
」

（
13
頁
）
を
書
い
て
、
直
接
ま
た
は
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
で
男
女
共
同
参
画
推
進

課
（
〒
080
・

8670
西
５
条
南
７
丁
目
１
番

地
、
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
３
４
、

Ｆ
23
・
０
１
７
１
）
へ
。

７
月
定
期
募
集
分

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

　

申
し
込
み
は
郵
送
や
電
話
で
は
で
き

ま
せ
ん
。
印
鑑
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
確
認

書
類
お
よ
び
身
元
確
認
書
類
を
持
参
の

上
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
し
込

み
方
法
、
入
居
者
資
格
、
募
集
住
宅
な

ど
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
随
時
受
け
付
け
て
い
る
住

宅
も
あ
り
ま
す
。

日
７
月
１
日
㈪
〜
３
日
㈬
、
８
時
45

分
〜
17
時
30
分（
初
日
の
み
19
時
ま
で
）

場
市
庁
舎
10
階
第
５
Ｂ
会
議
室

申
問
住
宅
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・

４
１
９
０
）

愛国稲田線（愛国大橋）が
6月25日より片側交互通行になります

　各計画の策定に当たり、市民意見交換会を実施します。
事前の申し込みは不要です。直接会場へお越しください。
◆第三期帯広市地域福祉計画
問社会課（市庁舎２階、☎65・4146）
　計画は、住民・地域・行政などが協力しながら、地域福祉
の推進に向けた取り組みを進めるために、理念や施策の
方向性などを示すものです。時間は１時間程度を予定。

　橋
きょうりょう

梁補修工事により、愛国稲田線（愛国大橋）が、昼間
のみ片側交互通行になります。ご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
規制期間６月 25 日（火）〜 11 月 29 日（金）
　　　　※規制期間は予定のため前後することがあります。

問土木課（市庁舎６階、☎65・4183）

日時 会場

７月  3 日（水）
10時〜 西帯広コミセン（西 23 南２）
14時〜 帯広の森コミセン（空港南町南 11）

７月  4 日（木） 10時〜 東コミセン（東７南９）
７月  5 日（金） 14時〜 緑西コミセン（西 17 南４）
７月  9 日（火） 19時〜 川西農業者研修センター（川西町西２）
７月 10 日（水） 19時〜 大正農業者トレーニングセンター（大正本町西１）

７月 11 日（木）
10時〜 鉄南コミセン（西２南 24）
14時〜 南コミセン（西 10 南 34）

７月 12 日（金）
10時〜 啓北コミセン（西 13 北２）
14時〜 森の里コミセン（西 22 南４）

日時 会場
７月 17 日（水） 18 時 30 分〜 グリーンプラザ（公園東町３）
７月 18 日（木） 10 時〜 市民活動プラザ六中（東 11 南９）
７月 19 日（金） 13 時 30 分〜 保健福祉センター（東８南 13）

市民意見交換会

北愛国
交流広場

稲田
浄水場

至 幕別町 →

札 

内 

川

↓ 至 とかち帯広空港

至 広尾

至 音更

国
道
23
6号

←

←

← 至 芽室町

豊成小学校

フレスポ
ニッテン

市道愛国
稲田線

愛国大橋
工事区間

（規制区間）

◆第三期帯広市障害者計画
問障害福祉課（市庁舎１階、☎65・4147）
　当事者やその家族、支援者などから意見をいただき計
画策定の参考とします。時間は２時間程度を予定。

白樺通 ↑

光西橋

三平
らーめん

らーめん
あんじ

柏林台
川

新駐車場

広陽福祉
センター 旧駐車場

セリア
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ミ
ニ
バ
レ
ー
に
つ
い
て

声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　
「
ミ
ニ
バ
レ
ー
っ
て
ど
ん
な
ス
ポ
ー

ツ
？
」「
始
め
て
み
た
い
け
ど
、
ど
こ

で
？
」「
詳
し
い
ル
ー
ル
を
教
え
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。
当
日
は
ミ
ニ
バ
レ
ー
は
し
ま
せ
ん

の
で
、
服
装
、
入
退
場
は
自
由
で
す
。

日
７
月
２
日
㈫
、
19
時
～
21
時

場
啓
親
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
西
14
北
７
）

問
１
０
０
０
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
声
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
・
島
貫（
☎
０
９
０
・

３
０
１
９
・
５
３
５
１
）

チ
ー
ム
ラ
ボ
　
学
ぶ
！
未
来
の
遊
園
地
と
、

花
と
共
に
生
き
る
動
物
達

　

デ
ジ
タ
ル
領
域
を
中
心
に
活
躍
す
る

チ
ー
ム
ラ
ボ
が
企
画
す
る
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ア
ー
ト
、

学
び
と
遊
び
が
融
合
し
た

展
覧
会
で
す
。

日
７
月
６
日
㈯
～
９
月
１
日
㈰
、
９
時

30
分
～
17
時
（
最
終
入
場
16
時
30
分
）

￥
大
人
１
４
０
０
円
、
高
大
生
９
０
０

円
、
小
中
生
６
０
０
円

場
問
北
海
道
立
帯
広
美
術
館
（
緑
ケ
丘

２
、
☎
22
・
６
９
６
３
）

「
手
造
り
の
会
」
講
習
会

　

帯
広
消
費
者
協
会
の
登
録
グ
ル
ー
プ

と
し
て
活
動
し
て
い
る「
手
造
り
の
会
」

に
よ
る
、
ハ
ン
カ
チ
を
利
用
し
た
ネ
コ

キ
ャ
ッ
プ
や
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
、
新
聞

紙
エ
コ
バ
ッ
ク
な
ど
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
者
は
針
と
は
さ
み
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
７
月
10
日
㈬
、
10
時
30
分
～
12
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

定
10
人
程
度

￥
１
０
０
円
（
ハ
ン
カ
チ
を
持
参
の
人

は
不
要
）

問
帯
広
消
費
者
協
会
（
☎
22
・
７
１
６

１
）第

51
回
糖
尿
病
患
者
講
習
会

　

横
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
学
療
法
士

が
、「
歩
く
よ
り
も
効
果
的
な
運
動
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
理
学
療
法
士
と
学

ぶ
、
糖
尿
病
運
動
療
法
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
ま
す
。

日
７
月
10
日
㈬
、
18
時
30
分
～
19
時
30

分場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
横
山
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
☎
20
・
５

０
１
１
）

ひ
と
り
親
家
庭
の

無
料
法
律
相
談
会

　

離
婚
、
親
権
、
消
費
者
金
融
な
ど
弁

護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

対
十
勝
管
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

親

日
７
月
12
日
㈮
、
13
時
～
15
時
の
間
で

１
人
30
分

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
４
人

申
問
７
月
５
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
20
・
７
７
５
１
）
へ
。
託
児
希
望

者
は
申
し
込
み
時
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

女
性
の
た
め
の

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
、

女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
厳
守
。

日
７
月
17
日
㈬
、
13
時
～
15
時
30
分

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
（
東
５

南
９
、
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
内
、

☎
24
・
５
８
５
３
）

消
費
者
問
題
の

無
料
弁
護
士
相
談
会

　

契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
悪
質
商
法
な
ど
、

消
費
者
問
題
に
つ
い
て
の
無
料
弁
護
士

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
７
月
19
日
㈮
、
13
時
30
分
～
15
時
の

間
で
１
人
30
分
間

定
先
着
３
人

場
申
問
７
月
11
日
㈭
ま
で
に
、
帯
広
市

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
（
西

４
南
13
、
と
か
ち
プ
ラ
ザ
内
、
☎ 

22
・

8
3
9
3
）
へ
。

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
９月号掲載の受付締め切りは
７月16日（火）です。
　　　　　　広報広聴課
（市庁舎３階、☎65・4109）
問い合わせ

市民の掲示板
み ん な

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

すべって育てる！フルーツ畑

（表紙画像使用許諾済）

　水煮缶の良いところは、１年中価格が動きにくく、100円程
度から購入でき、長期保存ができること、下ごしらえが不要な
ところです。
　この本は、超時短レシピからおかずレシピまで紹介されてお
り、どれも簡単に作れるようになっています。忙しい人にも、
ぜひ活用してもらいたい１冊です。

　今月は食文化コーナーより、今、
大人気の水煮缶を使ったレシピ本を
ご紹介します。

図書館のオススメ

図書館
（西２南14、☎22・4700）
問い合わせ

『10分でスグでき！ヘルシー！
　　　　　水煮缶レシピ』
著　者…らくウマ♪キッチン
出版社…河出書房新社

　これからの時期は、イベントや帰省などで遠出をする機会も増えてきます。
　長距離の運転による疲れや、寝不足の状態だと、居眠り運転につながる可能性があり
ます。また、高速道路などの単調な道では、ボーっとしたまま漫然と前の車に追従する
「覚低走行」に陥り、非常に危険です。
　少しでも疲れや眠さを感じたときは、
サービスエリアや駐車場など安全な
場所ですぐに休憩しましょう。

無理のない計画で安全運転！！

安心安全推進課
（市庁舎３階、☎65・4131）

問い合わせ安心安全 メ モ！

P
眠くなくても
2時間に1回は
休憩しないとね ガムを

かんだり
冷たい水など
を飲むのも
効果的

のび
～

自衛官を募集　詳細は問い合わせください。申問各申込期間に、自衛隊帯広募集案内所（西５南14、☎23・8718）へ。担当課総務課



■19■ 広報おびひろ　令和元年７月号 問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

航
海
士
、
機
関
士
を
養
成
す
る
短
期

大
学
校
の
体
験
型
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
開
催
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
に
参
加
す
る
と
、
Ａ

Ｏ
入
試
の
受
験
資
格
が
得

ら
れ
ま
す
。

日
７
月
20
日
㈯
、
10
月
12
日
㈯
、
い
ず

れ
も
９
時
40
分
〜

場
申
問
国
立
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学

校
（
岩
手
県
宮
古
市
磯そ
け
い鶏
２
丁
目
５
ー

10
、
☎
０
１
９
３
・
62
・
５
３
１
６
）
へ
。

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

（
予
約
制
）

　

多
重
債
務
、
相
続
に
関
す
る
手
続
き
、

登
記
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
７
月
23
日
㈫
、
18
時
～
20
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

申
問
７
月
18
日
㈭
ま
で
に
、
電
話
で
釧

路
司
法
書
士
会
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
（

０
８
０
０
・
８
０
０
・
３
９

４
６
）
へ
。

帯
広
高
等
看
護
学
院
見
学
会

　

看
護
師
に
興
味
が
あ
る
高
校
生
以
上

の
人
を
対
象
に
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
①
７
月
26
日
㈮
、
午
前
の
部
10
時
〜

11
時
30
分
、
午
後
の
部
13
時
〜
14
時
30

分
、
②
９
月
14
日
㈯
、
10
時
〜
12
時
、

③
11
月
２
日
㈯
、
10
時
〜
12
時

場
申
問
①
は
７
月
９
日
㈫
〜
16
日
㈫

ま
で
、
②
③
は
８
月
以
降
に
、
電
話
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
帯
広
高
等
看
護
学
院

（
西
11
南
39
、
☎
47
・
８
８
８
１
、

ob
ikan@

m
2.octv.ne.jp

）
へ
。

令
和
元
年
度
北
海
道
帯
広
盲
学
校

学
校
公
開

　

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
や
歩
行
体
験
、
点
字

名
刺
作
り
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
校
内
を

見
学
し
学
校
を
紹
介
し
ま
す
。
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
を
体
験
希
望
の
人
は
、
上
靴
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

日
７
月
27
日
㈯
、
９
時
30
分
～
12
時

場
申
問
７
月
12
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
北
海
道

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
予
定

納
税
（
第
１
期
分
）
の
納
税
に
つ
い
て

　

予
定
納
税
が
必
要
な
人
に
は
、
６
月

中
旬
に
税
務
署
か
ら
「
平
成
31
（
２
０

１
９
）
年
分
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
予
定
納
税
額
の
通
知
書
」
が
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
７
月
31
日
㈬
ま
で

に
、
納
付
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
帯
広
税
務
署
（
西
５
南
８
、
☎
24
・

２
１
６
２
）

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証

な
ど
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

医
療
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
て
、
有

効
期
間
が
平
成
31
年
（
令
和
元
年
）
９

月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
人
は
、
更

新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
７
月
１
日
㈪
～
９
月
30
日
㈪

最
終
回
「
十
勝
マ
イ
ナ
ー
校
」

　
「
十
勝
マ
イ
ナ
ー
校
と
は
？
」を
テ
ー

マ
に
講
演
し
ま
す
。

日
７
月
21
日
㈰
、
15
時
～
16
時

場
と
か
ち
プ
ラ
ザ
（
西
４
南
13
）

問
北
海
道
シ
ー
プ
・
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
代
表
・
福
井
（
☎
42
・
５
１

９
５
）

親
子
お
こ
め
料
理
教
室

　

７
大
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
使
わ
な
い
「
と

か
ち
た
っ
ぷ
り
ビ
ビ
ン
バ
」
と
「
コ
コ

ア
ソ
ー
ス
で
お
え
か
き 

米
粉
ケ
ー
キ
」

を
作
り
ま
す
。

日
７
月
25
日
㈭
、
10
時
～
13
時

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
東
８
南
13
）

定
先
着
30
人

￥
大
人
１
０
０
０
円
、
子
ど
も
（
１
歳

以
上
）
７
０
０
円

申
問
７
月
16
日
㈫
ま
で
に
、
電
話
で
ア

レ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
会
・
梶
（
☎
48
・

４
０
７
１
）
へ
。

帯
広
盲
学
校
・
瘧ぎ
ゃ
く
し師
、
伊
勢
（
西
25
南

２
、
☎
37
・
２
０
２
８
、
Ｆ
37
・
３
７

６
８
、

obihiro-sb-z1@
hokkaido

-c.ed.jp

）
へ
。

親
子
も
の
づ
く
り
教
室

　

木
材
を
使
っ
て
、
本
立
て
・
花
台
・

ミ
ニ
椅
子
を
製
作
し
ま
す
。
申
し
込
み

時
に
希
望
製
作
物
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

日
７
月
28
日
㈰
、
９
時
～
12
時

定
先
着
10
組
程
度

場
申
問
７
月
19
日
㈮
16
時
ま
で
に
、
電

話
で
帯
広
工
業
高
校
建
築
科
（
清
流
西

２
、
☎
48
・
５
６
５
０
）
へ
。

夏
休
み
楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
教
室

　

手
作
り
で
簡
単
に
で
き
る
マ
ジ
ッ
ク

を
学
ん
だ
後
、
参
加
者
に
会
員
の
マ

ジ
ッ
ク
を
披
露
。

対
小
学
生
。
小
学
１
〜
３
年
生
は
保
護

者
同
伴

日
７
月
28
日
㈰
、
10
時
〜
11
時
30
分

場
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
（
公
園
東
町
３
）

定
先
着
20
人

￥
２
０
０
円

申
問
７
月
15
日
㈷
ま
で
に
、
電
話
で
十

勝
マ
ジ
ッ
ク
愛
好
会
・
鈴
木
（
☎
０
９

０
・
１
３
８
５
・
６
９
６
９
）
へ
。

第
40
回
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

　

富
士
山
麓
の
自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン
プ

場
で
、
野
外
活
動
な
ど
を

し
ま
す
。

対
小
学
３
～
６
年
生

日
７
月
30
日
㈫
～
８
月
３
日
㈯

場
静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

定
日
本
人
80
人
、
外
国
人
20
人

￥
10
万
１
０
０
０
円
（
新
千
歳
空
港
発

着
）

申
問
７
月
５
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
国
際
青
少
年
研
修
協
会

（
☎
03
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１
、

info@
kskk.or.jp

）
へ
。

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、
９
時

～
17
時

場
申
問
帯
広
保
健
所
（
東
３
南
３
、
☎

27
・
８
６
３
７
）
へ
。

ご
存
じ
で
す
か
？

「
国
民
年
金
基
金
」

　

国
民
年
金
基
金
は
、
老
後
に
受
け
取

る
国
民
年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）
に
上

乗
せ
し
て
、
よ
り
豊
か
な
老
後
を
保
証

す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。
国
民
年

金
基
金
制
度
に
は
、
税
制
上
の
優
遇
措

置
が
あ
り
ま
す
。
60
歳
以
上
65
歳
未
満

の
人
や
海
外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
人
で
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
さ
れ
て
い
る
人

も
加
入
で
き
ま
す
。

問
全
国
国
民
年
金
基
金
北
海
道
支
部

（

０
１
２
０
・
65
・
４
１
９
２
）

▷帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（ 0120・20・
8699、携帯電話／ PHS☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

ふるさと

見聞録

　

帯
広
市
で
は
、
市
内
に
あ
る
「
由

緒
・
由
来
の
あ
る
木
」
や
「
学
術
的

価
値
の
高
い
木
」
の
10
本
を
、
保
存

樹
木
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
の
一
つ
が
、「
大
通
公
園
（
大

通
南
20
）」
中
央
の
築
山
の
隣
に
あ
る

樹
高
約
21
メ
ー
ト
ル
の
「
ヤ
チ
ダ
モ
」

で
す
。

　

ヤ
チ
ダ
モ
は
「
谷
地
ダ
モ
」
と
表

す
こ
と
も
で
き
、
谷
地
と
は
湿
地
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
名
の
通
り
、
湿
地
や
根
が
冠

水
す
る
場
所
で
も
育
ち
、
水
に
強
い

特
徴
を
も
つ
木
で
す
。
ま
た
、
昔
は

ア
オ
ダ
モ
の
代
替
品
と
し
て
野
球
の

バ
ッ
ト
に
使
用
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、

木
目
も
美
し
い
た
め
、
調
度
品
な
ど

に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ヤ
チ
ダ
モ
が
あ
る
大
通
公
園

は
、
碁
盤
の
目
状
の
街
中
を
斜
め
に

横
断
す
る
斜
交
道
路
の
中
心
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
斜
交
道
路
は
火
防
線（
火

災
の
際
に
延
焼
を
防
ぐ
た
め
の
緩
衝

地
帯
）
と
し
て
、
１
８
９
２
年
に
都

市
計
画
決
定
さ
れ
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
火
防
線
は
緑
豊
か
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
道
路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

北
米
大
陸
の
植
民
都
市
の
構
造
を

持
ち
込
ん
だ
日
本
で
も
珍
し
い
街
並

み
の
斜
め
の
道
路
を
散
歩
し
、
雄
大

な
ヤ
チ
ダ
モ
に
触
れ
て
み
る
の
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

写真・文／
みどりの課　伊藤　恭平

帯広市の保存樹木「ヤチダモ」

※�

関
連
イ
ベ
ン
ト
（
７
月
25
日
㈭
歴
史
の

あ
る
木
を
学
ぶ
バ
ス
ツ
ア
ー
）
は
13
頁

を
参
照

　総勢47人の参加者が
全40回の講座を通して、
手話でろう者と簡単な
会話が出来るようにな
ることを目指す「手話
奉仕員養成講座」が、昼・
夜２コース実施されて
います。取材したこの日のテーマは「数の表現を覚える」で、参加者は笑いを交えな
がらも真剣なまなざしで、講師の手の動きや表情から手話を学んでいました。
（５月17日、市庁舎10階）

手話奉仕員養成講座

オビヒロオビヒロカメラレポカメラレポOBIHIRO
CAMERA
REPORT

　「おびZOO寺子屋」が
開催され、初回の「イ
ンドゾウ編」に13人が
参加しました。生態に
関するクイズの他、イ
ンドゾウのナナが何を
食べているのか、実際
にナナのふんを触って調べました。今後の寺子屋は、第３回「エゾリス編」、第４回「エ
ゾタヌキ編」を開催予定です。（５月18日、動物園）

おびＺ
ズ ー

ＯＯ寺子屋
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市政のお知らせを放送しています
◆テレビ　市役所だより（OCTV 11ch） 
毎日４回放送していて、市ホームページ
からもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション
（FM-JAGA77.8MHz）  ９：15〜９：20
おびひろ広報メモ
（FM-WING76.1MHz） ９：30〜９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にする
ために「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ 広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109、ＦＡＸ23・0156、Ｅ
メールreport@city.obihiro.hokkaido.jp）

市
・
支
援
機
関
が
一
体
的
に

創
業
希
望
者
を
支
援

　

市
で
は
、
創
業
希
望
者
の
活
動
を
支

援
す
る
た
め
に
、
十
勝
管
内
の
全
自
治

体
、
商
工
会
議
所
・
商
工
会
、
金
融
機

関
な
ど
と
連
携
し
「
特
定
創
業
支
援
等

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
支
援
事
業
は
、
帯
広
商
工
会
議

所
の
「
相
談
窓
口
」、
金
融
機
関
の
「
融

資
、
保
証
、
相
談
窓
口
、
セ
ミ
ナ
ー
」

な
ど
、
創
業
希
望
者
の
経
営
、
財
務
、

人
材
育
成
、
販
路
開
拓
な
ど
の
相
談
に

対
し
、
指
導
や
助
言
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
事
業
を
継
続
的
に
受
け

た
人
は
、
市
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、

会
社
設
立
時
の
登
録
免
許
税
軽
減
な
ど
、

国
の
支
援
策
が
活
用
で
き
ま
す
。
詳
細

は
、
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

起
業
家
育
成
事
業

～
Ｓス

テ

ッ

プ

ｔ
ｅ
ｐ 

ｕア
ッ
プｐ 

Ｎネ

ク

ス

ト

ｅ
ｘ
ｔ
～

　

若
年
層
に
創
業
・
起
業
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
平
成
28
年

度
か
ら
起
業
へ
の
動
機
付
け
を
行
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ 

ｕ
ｐ 

Ｎ
ｅ
ｘ

ｔ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
若
手
社
会
人
や
学
生
な

ど
16
人
が
参
加
し
、「
本
当
に
自
分
が

や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
よ
う
～
も
う

一
つ
の
進
路
指
導
～
」
と
題
し
た
起
業

家
に
よ
る
講
演
と
、
内
省
に
よ
り
自
分

の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
、＂
は
じ

め
の
一
歩
＂
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
中
高
生
を
対
象
に
、
最
新

の
Ｉ
Ｔ
技
術
を
通
し
て
、
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
す
る
楽
し
さ
を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
ま
す
。
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ 

ｕ
ｐ 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
に
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
刺

激
に
触
れ
る
こ
と
で
皆
さ
ん
の
可
能
性

を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

情
報

商
業
ま
ち
づ
く
り
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・
４
１
６
５
）

問
い
合
わ
せ

融資制度の詳細▶

創
業
希
望
者
の

　
　
活
動
を
支
援

みんなでつくる おびひろの健康
市長と語る！地区懇談会

市独自の創業支援制度
　市では、中小企業者の資金調達を目的に「帯広市中
小企業振興融資制度」を設け、市内中小企業者を対
象に、金融機関を通じた低利融資を行っています。創
業希望者は以下の２種類の制度融資を利用できます。

　ウェブページやスマホアプリの制作体験を通じて、
新しいことに挑戦する楽しさを学んでもらい、創業・
起業の精神を養うプログラムを実施します。

　限度額は運転資金・設備資金各1000万円。開業に
必要な費用のうち、５分の１を自己資金で用意するこ
とが条件。

新規開業支援資金1

　限度額は運転資金3000万円・設備資金１億円。十
勝の農畜産物など優位性のある地域資源を活用した
事業活動を行うことが条件。
　各融資制度の詳細は、商業まちづくり課に問い合
わせるか市ホームページをご覧ください。

ニューフロンティア資金2

●iPhoneアプリプログラミングコース
●ウェブデザインコース
●３Ｄゲームプログラミングコース
●映像制作コース

※申し込み時に希望するコースを選択してください

実施
内容

対　　象　十勝管内在住または在学の中学生、高校生
日　　時　9月1日（日）、8時50分～ 17時
場　　所　L

ラ ン ド

AND（西２南11、石神天光堂ビル1階）
定　　員　抽選42人（※参加費無料）
申し込み　�7月1日（月）～ 31日（水）までに
　　　　　申し込みフォームより申し込み。

申し込みフォーム▶

12頁の「市長コラム」では、
健康に関する話題を執筆して
います。

　J
ジョイフィットゼロワン
OYFIT01（西19南２）を会場に、簡単なクイズやス

トレッチを行いながら、歩くことで得られる健康効果や、
帯広市の死因第１位になっている「がん」の
状況、市の健康事業や各種検診などを紹介し
ます。懇談会の参加申し込みは不要です。託
児、運動講座は7月10日（水）までに電話、
またはインターネットで申し込みください。

懇談会
＋

運動講座
7月12日金
託児あり広報広聴課（市庁舎3階、☎65・4109）

問い合わせ、託児・運動講座申し込み

※�10～11月にも、「健康」と「地域のつながり」をテーマに開催を
予定しています。詳細が決まり次第お知らせします。

懇談会 10：30～11：30　運動講座 11：45～12：30

初心者
歓迎！

令和元年度  Step up Next
〜プログラミング１日体験会〜

東京の若手起業家による講演

▲託児・運動講座の
　申し込みはこちら

※�運動講座のみの参加はできません。運動講座参加希
望者は動きやすい服装で、室内用運動靴と飲み物を
持参してください。

　懇談会後、希望者は無料でプロのトレー
ナーから運動講座を受けられます（先着40
人）。受講できるのは、伸縮性のある特殊な
布を使用する、短時間でストレスなく効果
的なストレッチができるマットエクササイ
ズです。（要申し込み）

民間企業と初のコラボレート開催

×
帯広市


	1907_13-172.pdf
	広報おびひろ7月号.pdf


